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皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
戌
年
。
こ
の
年
は
実
を

結
び
終
え
、
草
木
が
枯
れ
た
状
態

を
指
す
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
次
の

生
命
の
誕
生
ま
で
の
準
備
期
間
。

こ
こ
で
し
っ
か
り
土
壌
を
休
ま
せ
、

栄
養
を
蓄
え
て
お
け
ば
、
よ
り
豊

か
な
実
り
へ
と
繫
が
る
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
と
い
う
事
で
、
今
年
は
私
も
無

理
せ
ず
じ
っ
く
り
心
身
を
を
休
め

つ
つ
、
様
々
な
事
を
吸
収
し
て
い

き
た
い
な
ぁ
…
と
思
い
ま
す
。

（
Ｅ・Ｍ
）

　
寄
　
　
贈

（
戸
村
・
大
野
）

　
23
　
武
蔵
村
山
市
日
中
活
動
部
会

（
永
井
）

　
24
　
就
労
ネ
ッ
ト
　
　
　  

（
大
野
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
）

　
　
　
北
多
摩
西
部
通
所
施
設
連
絡
会

（
高
橋
）

　
25
　
花
壇
会
議
　
　
　
　  

（
稲
場
）

　
30
　
相
談
支
援
従
事
者
現
任
者
研
修

（
小
室
）

９
　
月

　
５
　
会
計
基
礎
実
務
研
修  

（
松
木
）

　
６
　
発
達
・
依
存
症
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
冨
田
）

　
８
　
業
務
連
絡
会  

（
熊
谷
・
冨
田
）

　
14
　
会
計
基
礎
実
務
研
修

（
松
木
　
15
日
迄
）

　
　
　
じ
ゅ
さ
ん
れ
ん
企
画
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
熊
谷
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
障
害
者

　
　
　「
は
た
ら
く
」部
会
　（
利
根
川
）

　
15
　
内
部
研
修
「
障
害
者
差
別
解
　

　
　
　
消
法
に
つ
い
て
」　 

（
第
１
回
）

　
19
　
武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　（
神
山
・
小
室
）

　
20
　ISO

2015

年
度
移
行
対
策

　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
　
　（
山
本
・
遠
藤
）

　
21
　
内
部
研
修
「
障
害
者
差
別
解
　

　
　
　
消
法
に
つ
い
て
」　 

（
第
２
回
）

　
22
　
会
計
基
礎
実
務
研
修  

（
松
木
）

　
　
　
花
壇
会
議
　
　
　
　  

（
稲
場
）

　
28
　
就
労
ネ
ッ
ト（
高
橋
一
・
大
野
）

　
　
　
茶
花
会
議
　
　
　
　  

（
西
出
）

　
　
　
瑞
穂
町
生
活
部
会
　  

（
高
橋
）

10
　
月

　
３
　
中
堅
職
員
強
化
研
修  

（
山
本
）

　
　
　
相
談
支
援
従
事
者
現
任
者
研
修

（
小
室
　
４
日
迄
）

　
14
　
発
達
障
害
者
相
談
支
援
研
修

（
押
川
・
加
藤
　
15
日
迄
）

　
18
　
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
）

　
20
　
ゼ
ン
コ
ロ
交
流
型
技
能
競
技
会

（
小
俣
　
21
日
迄
）

　
23
　
財
務
中
級
研
修
　
　  

（
永
井
）

　
24
　
武
蔵
村
山
市
障
害
者

　
　
　「
は
た
ら
く
」部
会
　（
利
根
川
）

　
　
　
茶
花
会
議
　
　
　
　
　（
西
出
）

　
25
　
羽
村
特
別
支
援
校

　
　
　
　（
西
出
・
日
野
・
小
室
）

　
26
　
就
労
ネ
ッ
ト（
高
橋
一
・
大
野
）

　
27
　
花
壇
会
議
　
　
　
　  

（
稲
場
）

　
30
　
法
人
運
営
講
習
会
　  

（
遠
藤
）

11
　
月

　
１
　
瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会（

高
橋
）

　
７
　
安
全
運
転
管
理
者
講
習（

高
橋
）

　
　
　
東
社
協
総
会
　
　  

　（
永
井
）

　
　
　
ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
遠
藤
　
９
日
迄
）

　
８
　
ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

（
高
橋
　
10
日
迄
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
防
災
講
習

（
永
井
・
大
野
）

　
９
　
強
度
行
動
障
害
支
援
者
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
米
倉
）

　
10
　
業
務
連
絡
会     

　   

（
熊
谷
）

　
13
　
強
度
行
動
障
害
支
援
者
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
米
倉
）

　
14
　
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
）

　
　
　
瑞
穂
町
５
小
講
師
派
遣（
大
滝
）

　
15
　
じ
ゅ
さ
ん
れ
ん
企
画
委
員
会

（
熊
谷
）

　
　
　
重
症
心
身
障
害
者
意
思
決
定
支
援
研

（
新
庄
）

　
16
　
瑞
穂
町
生
活
部
会
　  

（
高
橋
）

　
17
　
羽
村
特
別
支
援
校
運
営
連
絡
協
議
会

（
西
出
）

　
24
　
花
壇
会
議
　
　
　
　  

（
稲
場
）

　
27
　
あ
す
は
の
会
事
例
報
告
会

　
　
　
　
　
　（
小
室
・
田
中
・
米
倉
）

　
28
　
茶
花
会
議
　
　
　
　  

（
西
出
）

　
30
　
就
労
ネ
ッ
ト（
高
橋
一
・
大
野
）

12
　
月

　
１
　
瑞
穂
町
障
害
福
祉
計
画

　
　
　
専
門
分
科
会
　     

（
五
十
嵐
）

　
５
　
武
蔵
村
山
市
障
害
者

　
　
　「
は
た
ら
く
」部
会  

（
利
根
川
）

　
７
　
ゼ
ン
コ
ロ
精
神
発
達
研
修

　
　
　（
西
出
・
戸
村
・
田
中
・
小
俣
・

　
　
　
　遠
藤
　
８
日
迄
）

　
８
　
業
務
連
絡
会   

（
熊
谷
・
冨
田
）

　
12  

武
蔵
村
山
市
障
害
福
祉
計
画

　
　
　
市
民
説
明
会  

（
永
井
・
熊
谷
）

　
14
　
武
蔵
村
山
市
障
害
福
祉
計
画

　
　
　
市
民
説
明
会
　
　
　  

（
遠
藤
）

　
21
　
就
労
ネ
ッ
ト（
高
橋
一
・
大
野
）

　
22
　
瑞
穂
町
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会

（
高
橋
）

　
　
　
多
摩
障
害
就
労
支
援
連
絡
会

　
　
　
　
　
　
　
　   

（
利
根
川
）

　
　
　
花
壇
会
議
　  

　
　
　（
稲
場
）

　
26
　
茶
花
会
議
　
　  

　
　（
西
出
）

　
27
　
瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会（

高
橋
）

　
　
　
瑞
穂
町
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
部
会         

（
押
川
）

12
月
25
日
、㈱
ト
ー
ヨ
ー
様
よ
り
お

餅
の
ご
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
。謹
ん

で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
入
所

　
８
月
　
舟
久
保
宏
子
　
　（
ま
ど
か
）

　
９
月
　
福
岡
　
菜
央
　
　（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
志
田
　
有
紀
　
　（
さ
く
ら
）

　
10
月
　
鈴
木
　
国
彦
　
　（
ま
ど
か
）

　
11
月
　
江
田
み
づ
き
　
　（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
大
庭
　
一
茂
　
　（
ま
ど
か
）

　
　
　
　
吉
田
　
孝
子
　
　（
給
　
食
）

　■
退
所

　
８
月
　
岡
部
　
雅
之
　
　（
ま
ど
か
）

　
　
　
　
金
武
か
お
り
　
　（
さ
く
ら
）

　
９
月
　
野
本
　
淳
透
　
　（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
髙
松
　
智
樹
　
　（
セ
ル
プ
）

　
10
月
　
江
田
み
づ
き
　
　（
授
産
所
）

　
　
　
　
中
村
　
功
一
　
　（
ま
ど
か
）

　
　
　
　
小
林
　
信
彦
　
　（
ま
ど
か
）

　
11
月
　
小
泉
　
幸
子
　
　（
給
　
食
）

　
12
月
　
小
山
恵
理
香
　
　（
ま
ど
か
）

　
　
　
　
益
本
千
恵
子
　
　（
本
　
部
）

10
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新人紹介新人紹介
みなさん
　よろしくお願い
　　　　　しま～す！！

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
が
昭
和
43
年

９
月
に
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
正

式
に
認
可
さ
れ
て
、
今
年
で
丁
度

50
年
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
初
期
の
あ
か
つ
き

コ
ロ
ニ
ー
に
つ
い
て
私
の
思
い
出
を

主
に
記
し
ま
す
。

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
は
、設
立
当

初
は
〝
あ
か
つ
き
の
家
〞
と
言
い
ま

し
た
。
名
前
の
由
来
は
、私
の
父
の

友
人
で
作
家
の
川
内
康
範
氏
が
、

「
西
に
太
陽
の
家 

が
あ
る
な
ら
、
東

に
あ
か
つ
き
の
家
が
あ
っ
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
」
と
名
付
け
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
当
法
人
の
発
起
人
の

メ
ン
バ
ー
を
見
る
と
、父
の
友
人
ば

か
り
で
し
た
。
先
ず
は
池
田
潤
之

輔
で
す
。
彼
は
元
横
綱
吉
葉
山
で
、

横
綱
白
鵬
の
在
籍
す
る
宮
城
野
部

屋
の
先
代
親
方
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
関
係
で
父
は
宮
城
野
部
屋
の
初

代
後
援
会
会
長
で
し
た
。
次
に
落

語
家
の
三
遊
亭
円
歌
で
す
。
円
歌

師
匠
は
昔
の
名
前
を
歌
奴
と
い
い
、

「
山
の
あ
な
、あ
な
」
と
い
う
落
語

で
有
名
に
な
っ
た
人
で
す
。
法
人
創

立
30
周
年
の
記
念
式
典
で
は
、円

歌
師
匠
に
公
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
昭
和
47
年
に
父
善
四
郎
が
二
代

目
理
事
長
と
な
り
ま
し
た
。
父
は
、

時
の
大
蔵
事
務
次
官
鳩
山
威
一
郎

氏
と
非
常
に
懇
意
に
し
て
い
ま
し

た
。
鳩
山
氏
に
日
産
自
動
車
を
紹

介
し
て
貰
い
、そ
の
下
請
け
会
社
か

ら
自
動
車
の
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
の

仕
事
を
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
今
で
も
就
労
支
援
事
業
の

主
要
な
柱
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
昭
和
49
年
か
ら
52
年
に
か

け
て
、
波
多
野
家
及
び
日
産
自
動

車
か
ら
の
寄
付
、
自
動
車
振
興
会
、

船
舶
振
興
会
、
武
蔵
村
山
市
の
補

助
金
に
よ
り
、
夢
の
よ
う
な
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
二
階
建
、四
階

建
の
建
物
が
次
々
と
完
成
し
ま
し

た
。「
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
」
と
名
称

も
変
え
、
完
成
し
た
施
設
は
、二
人

部
屋
15
室
と
医
務
室
、
相
談
室
、エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
冷
暖
房
設
備
を
備
え

て
お
り
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的

な
施
設
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、昭
和
53
年
８
月
８
日

に
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。私
は
勤

め
て
い
た
会
社
を
辞
め
、父
の
会
社

を
継
ぎ
ま
し
た
。そ
し
て
、あ
か
つ

き
コ
ロ
ニ
ー
の
理
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
理
事
会
に
行
く
時
は
大

変
で
し
た
。
教
え
ら
れ
た
の
は
電
車

で
立
川
駅
迄
行
き
、三
ッ
藤
住
宅

行
き
の
バ
ス
の
終
点
に
着
い
た
ら

電
話
を
し
て
車
で
迎
え
に
来
て
も

ら
っ
て
下
さ
い
、と
い
う
事
で
し
た
。

言
わ
れ
た
通
り
に
向
か
い
ま
し
た

が
、上
野
の
私
の
家
か
ら
、二
時
間

ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。
何
故
父
が
こ

ん
な
に
遠
い
所
ま
で
通
っ
て
い
た
の

か
不
思
議
で
し
た
。
理
事
の
皆
さ
ん

は
私
を
非
常
に
歓
迎
し
て
く
れ
ま

し
た
。
創
設
期
の
メ
ン
バ
ー
で
後
に

第
四
代
理
事
長
と
な
っ
た
川
上
幸
一

氏
か
ら
、ど
う
し
て
も
付
き
合
っ
て

く
れ
と
言
わ
れ
、
立
川
の
駅
前
に

あ
る
居
酒
屋
へ
ビ
ー
ル
を
飲
み
に

行
き
ま
し
た
。
父
と
川
上
氏
は
仕

事
の
後
は
必
ず
そ
の
居
酒
屋
に
行

き
、ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
そ
う
で
す
。

川
上
氏
と
は
、土
屋
製
作
所
の
増

田
常
務
や
鳩
山
威
一
郎
氏
の
秘
書

の
大
友
氏
等
と
永
田
町
の
鰻
屋
で

接
待
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
川

上
氏
が
体
調
を
崩
さ
れ
た
事
も
あ

り
、あ
ま
り
飲
み
に
行
く
事
も
な

く
な
り
ま
し
た
が
、川
上
氏
と
は
、

い
ず
れ
い
つ
か
、あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ

ー
の
理
事
長
を
や
る
と
約
束
し
た

も
の
で
し
た
。

　
最
後
に
私
自
身
の
事
に
つ
い
て

少
し
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
写
真

は
昭
和
42
年
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
出

発
の
際
、
横
浜
港
で
撮
影
し
た
も

の
で
す
。
当
時
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
飛

行
機
で
行
く
の
は
非
常
に
贅
沢
で
、

船
で
ソ
連

を
経
由
し

て
行
く
の

が
一
般
的
で

し
た
。横
浜

か
ら
出
航

し
ナ
ホ
ト

カ
に
着
い
た
後
、
汽
車
で
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
へ
、
更
に
汽
車
或
い
は
飛
行
機

で
モ
ス
ク
ワ
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

入
る
と
い
う
ル
ー
ト
で
、到
着
ま
で

約
１
週
間
か
か
り
ま
し
た
。

ソ
連
で
の
旅
程
は
お
世
辞
に
も
快

適
と
は
言
え
ず
、
船
は
古
く
て
汚

く
食
事
も
酷
い
も
の
で
し
た
。
ど
こ

に
行
っ
て
も
軍
隊
が
銃
を
持
っ
て
、

非
常
に
怖
か
っ
た
で
す
。

　
そ
れ
よ
り
も
厄
介
だ
っ
た
の
が
、

１
ド
ル
が
３
６
０
円
だ
っ
た
当
時
、

外
貨
の
交
換
が
５
０
０
ド
ル
し
か

出
来
な
か
っ
た
事
で
す
。こ
れ
は
概

ね
１
回
の
渡
航
費
用
の
金
額
で
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
な
か
っ
た
時

代
、５
０
０
ド
ル
し
か
持
ち
出
し
が

出
来
な
か
っ
た
の
で
す
。日
本
円
の

持
ち
出
し
は
出
来
ま
す
が
、レ
ー
ト

は
１
ド
ル
４
０
０
円
程
で
し
か
も
、

何
日
も
待
た
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
為
、

留
学
中
は
、大
学
の
学
生
食
堂
で
の

皿
洗
い
、通
訳
や
ビ
ー
ル
工
場
等

様
々
な
仕
事
を
し
ま
し
た
。い
ず
れ

に
し
ろ
、労
働
ビ
ザ
が
な
い
の
で
大

体
が
日
雇
い
の
肉
体
労
働
で
し
た
。

　
留
学
は
２
年
に
及
び
ま
し
た
が
、

父
の
体
の
心
配
も
あ
り
日
本
へ
戻
り

ま
し
た
。お
金
も
な
く
、知
り
合
い

も
お
ら
ず
、言
葉
も
話
せ
な
か
っ
た

け
れ
ど
、西
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
で

の
留
学
を
終
え
、帰
国
し
た
時
に
は

独
語
と
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。余
談
で
す
が
、帰
り
は
学

割
を
使
い
飛
行
機
で
帰
り
ま
し
た
。

　
実
は
、
留
学
へ
旅
立
つ
３
年
前
に

開
催
さ
れ
た
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
私
は
仏
語
の
ガ
イ
ド
を
経
験
し

ま
し
た
。
当
時
は
福
祉
と
い
う
も
の

に
殊
更
関
心
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
中
学
、
高
校
と
仏
語

を
学
ん
で
い
た
事
で
た
ま
た
ま
声

が
か
か
っ
た
だ
け
の
事
で
す
が
、
今

こ
う
し
て
改
め
て
思
い
返
し
て
み
る

と
、父
の
事
も
含
め
、や
は
り
何
か

し
ら
の
縁
が
あ
っ
た
と
い
う
事
な
の

で
し
ょ
う
。

　
次
回
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
留
学
し
て
培
っ
た
語
学
力
を
生

か
し
、
独
語
の
ガ
イ
ド
を
行
い
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
年
あ
い
さ
つ

理
事
長

　
鈴
　
木
　
賢
　
一

　
出
　
張
・
研
　
修

　
主
　
な
　
事
　
柄

８
　
月

　
３
　
第
三
者
評
価
職
員
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
さ
く
ら
）

　
　
　
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入

　
　
　
　
　
　（
さ
く
ら
　
４
日
迄
）

　
５
　
水
質
検
査
　
　  

（
法
人
施
設
）

　
　
　
中
原
自
治
会
夏
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
法
人
施
設
）

　
９
　
第
三
者
評
価
聞
き
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
さ
く
ら
）

　
10
　
納
涼
会
　
　
　
　  

（
さ
く
ら
）

　
18
　
火
災
避
難
訓
練
　  

（
あ
ゆ
み
）

　
24
　
地
域
子
ど
も
交
流（

法
人
施
設
）

９
　
月

　
10
　
福
祉
祭
り
　
　  

（
法
人
施
設
）

　
12
　
村
山
５
中
学
生
職
場
体
験
受
入

（
授
産
所
・
セ
ル
プ
14
日
迄
）

　
15
　
消
防
設
備
点
検
　  

（
あ
ゆ
み
）

　
22
　
保
護
者
会
　
　
　  

（
授
産
所
）

　
　
　
所
内
旅
行
　
　
　（
さ
く
ら
）

　　
26
　
地
震
避
難
訓
練  

（
法
人
施
設
）

　
28
　
地
震
避
難
訓
練
　  

（
さ
く
ら
）

　
30
　
総
合
防
災
訓
練
・
引
渡
し
訓
練

（
あ
ゆ
み
）

10
　
月

　
２
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
法
人
施
設
）

　
６
　
所
内
旅
行（
セ
ル
プ
・
ま
ど
か
）

　
13
　
所
内
旅
行
　
　  

　（
授
産
所
）

　
19
　
日
帰
り
旅
行
　
　
　（
あ
ゆ
み
）

　
21
　
村
山
デ
ィ
ダ
ラ
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
法
人
施
設
）

　
26
　
火
災
避
難
訓
練
　（
法
人
施
設
）

　
30
　
救
命
講
習
　
　
　  

（
あ
ゆ
み
）

11
　
月

　
11
　
瑞
穂
町
産
業
ま
つ
り

（
さ
く
ら
・
あ
ゆ
み
　
12
日
迄
）

　
17
　
避
難
訓
練
　
　
　  

（
あ
ゆ
み
）

　
22
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

（
あ
ゆ
み
）

　
27
　
理
事
会

12
　
月
　

　
９
　
瑞
穂
町
ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
大
会

（
あ
ゆ
み
・
さ
く
ら
）

　
11
　
建
築
設
備
定
期
検
査

　
　（
法
人
施
設
）

　
13
　
虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議

　
14
　
評
議
員
会

　
28
　
納
会
・
忘
年
会
　（
法
人
施
設
）

8
　
月

　
２
　
制
度
改
革
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
高
橋
・
遠
藤
）

　
３
　
強
度
行
動
障
害
支
援
者
研
修

（
新
庄
　
４
日
迄
）

　
16
　
瑞
穂
町
就
労
部
会
　  

（
戸
村
）

　
18
　
業
務
連
絡
会  

（
熊
谷
・
冨
田
）

　
　
　
多
摩
障
害
就
労
支
援
連
絡
会

■９月末日から福祉作業所さく
らにて非常勤職員としてお世
話になっております。まだま
だわからない事がありますが、
皆様からのご指導のもと１日
１日１歩でも多く進んでいけ
たらと思っておりますので、
よろしくお願い致します。

　瑞穂町福祉作業所さくら
志田　有紀 さん

■11月からスペース・まどかに
入社しました。
　趣味は野球観戦です。
　好きな野球チームは、横浜Ｄ
eＮＡベイスターズです。
　よろしくお願いします。

　スペースまどか
大庭　一茂 さん

■平成29年８月から、スペー
ス・まどかと、水曜日に茶花
でお仕事させて頂いています。

　数ヶ月経ちますが、新しい事
に日々チャレンジして頑張り
たいと思います。

　よろしくお願いします。

　スペースまどか
舟久保宏子 さん

■11月からセルプあかつきに異
動しました。
　趣味は、手芸で色々な物を作
ったりする事と読書です。
　どうぞ宜しくお願い致します。

　セルプあかつき
江田みづき さん



　
昨
年
11
月
14
日
、町
内
の
第
５
小
学
校
へ
講

師
と
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。５
年
生
の
総

合
の
授
業
に
お
邪
魔
し
て
約
40
名
の
生
徒
を
前

に『
障
が
い
者
と
の
か
か
わ
り
』と
い
う
内
容
で

講
義
を
行
い
ま
し
た
。
今
ま
で
父
兄
や
高
等
部
の

生
徒
さ
ん
対
象
の
講
義
は
行
っ
た
事
は
あ
り
ま

し
た
が
小
学
生
を
対
象
に
し
た
講
義
は
初
め
て

の
為
、ど
の
よ
う
に
お
話
を
す
れ
ば
ち
ゃ
ん
と
伝

わ
る
の
か
、と
て
も
心
配
で
し
た
。
前
日
に
息
子

に
頼
み
込
み
、小
学
生
が
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
る

か
試
し
て
も
ら
い
、下
準
備
を
し
ま
し
た
が
や
は

り
緊
張
は
し
ま
し
た
。

　
少
し
で
も
障
が
い
者
の
理
解
を
深
め
て
欲
し
い

と
い
う
想
い
が
、み
ん
な
に
少
し
で
も
多
く
伝
わ

っ
て
欲
し
い
と
い
う
一
心
で
し
た
。
教
室
に
入
る

と
自
分
の
体
の
大
き
さ
に
騒
め
き
始
め
た
の
で
、

興
味
を
示
し
て
く
れ
た
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
義
は
一
方
的
に
自
分
だ
け
が
話
す
の
で
は
な

く
、質
問
形
式
を
多
く
取
り
入
れ
て
行
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
尋
ね
た
質
問
は
「
障
が
い
を
持
っ
た
方

の
お
友
達
は
い
ま
す
か
？
」。
尋
ね
た
所
、
結
果

は
０
人
で
し
た
。「
授
業
を
聞
き
終
え
た
後
に
友

達
が
作
れ
る
様
に
お
手
伝
い
が
出
来
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。」
と
話
を
始
め
ま
し
た
。

　
40
分
と
短
い
時
間
の
中
で
飽
き
さ
せ
ず
、
話
を

聞
い
て
も
ら
い
、
自
分
自
身
で
考
え
て
も
ら
う
に

は
、
質
問
形
式
を
と
り
行
い
ま
し
た
。

　
生
徒
の
方
々
は
、
時
に
は
頷
き
、そ
し
て
、「
そ

う
な
ん
だ
！
」
と
い
っ
た
表
情
を
見
せ
て
く
だ
さ

り
真
剣
な
眼
差
し
で
受
講
し
て
く
だ
さ
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　
先
生
の
要
望
で
内
容
に
発
達
障
が
い
の
概
要

も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
話
し
ま
し
た
が
、広
義
的
な

内
容
だ
と
生
徒
さ
ん
は
宙
を
見
上
げ
て
し
ま
っ
た

為
、
急
遽
、
切
り
替
え
て
具
体
的
に
事
柄
を
挙
げ

て
話
を
し
て
し
た
所
、
興
味
を
示
し
、
活
発
に
意

見
が
飛
び
あ
う
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
機
会
は
、
自
身
の
成
長
に
も
繋
が

り
ま
す
し
、そ
こ
で
の
出
会
い
に
も
繋
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
の
皆
様
の
た
め
に
な
る
仕
事
を

で
き
る
の
は
本
当
に
良
い
こ
と
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。

　
こ
ん
な
素
敵
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
瑞

穂
町
第
５
小
学
校
の
皆
様
に
本
当
に
感
謝
で
す
。

　
ま
た
、い
つ
で
も
こ
の
よ
う
な
活
動
は
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

瑞
穂
町
第
五
小
学
校
へ
出
張
講
義
を
行
い
ま
し
た

常
務
理
事
　
　
　
　
　
　

高
　
橋
　
　
　
毅

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
は
今
年
で
50

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。半
世
紀
も
の

長
い
年
数
を
続
け
ら
れ
た
こ
と
は
先

人
の
方
々
の
努
力
と
苦
労
の
礎
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
が
、
そ
こ
に
は
一

言
で
は
言
い
切
れ
な
い
ほ
ど
命
を
削

り
な
が
ら
法
人
の
創
設
を
行
っ
て
こ

ら
れ
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。今
で
は

創
設
時
の
結
核
回
復
者
の
方
々
は
皆

故
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

「
完
全
参
加
と
平
等
」
と
い
う
創
設
か

ら
の
理
念
は「
共
に
働
く
、
共
に
生
き

る
、
共
に
創
る
」と
い
う
理
念
に
引
き

継
が
れ
、そ
の
根
底
に
脈
々
と
流
れ
て

い
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力

の
も
と
障
害
者
の
就
労
支
援
、
自
立

支
援
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
当
法
人
の
創
立
記
念
日
は
９
月
30

日
で
あ
り
、
本
来
な
ら
式
典
を
開
催

す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、数

年
後
に
建
物
の
建
て
替
え
を
予
定
し

て
い
る
状
況
か
ら
、資
金
の
蓄
え
を
優

先
す
る
た
め
式
典
は
見
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。た
だ
し
10
年
毎
の

記
念
誌
は
発
行
す
る
予
定
で
既
に
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。皆
様
の
協
力
を

得
な
が
ら
記
憶
に
残
る
記
念
誌
を
作

成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
は
改
正
社
会
福
祉
法
が
施
行

さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
が
大
き

く
変
わ
り
、そ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
年

で
し
た
。経
営
情
報
の
公
開
や
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
強
化
等
、公
益
法
人
と
し
て
の

責
任
が
強
く
求
め
ら
れ
、
地
域
に
向

け
て
は
地
域
貢
献
事
業
を
新
た
な
責

務
と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、未
だ
に
そ
の
余
波
が
続
い
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
平
成
30
年
度
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
が
４
月
よ
り

実
施
さ
れ
、ま
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の

新
設
や
加
算
の
見
直
し
も
検
討
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。そ
の
中
で
給
食

を
提
供
し
て
い
る
施
設
や
利
用
者
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
食
事
提
供

体
制
加
算
の
廃
止
の
流
れ
が
継
続
に

決
ま
っ
た
こ
と
は
朗
報
で
、現
状
維
持

を
求
め
た
署
名
活
動
等
の
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。た
だ
し
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
報
酬
の
基
本
的
な
方
向
性
等
は

公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、具
体
的
な

単
価
等
は
現
時
点
で
は
公
表
さ
れ
て

お
ら
ず
、新
年
早
々
か
ら
慌
た
だ
し
い

ス
タ
ー
ト
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
さ
て
冒
頭
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、あ

か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
が
創
立
50
年
を
迎

え
た
こ
と
は
、当
然
建
物
が
古
く
な
っ

て
お
り
、
建
て
替
え
と
い
う
大
事
業

を
ど
う
進
め
て
い
く
か
具
体
的
に
検

討
し
て
い
く
時
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。

最
も
古
い
作
業
棟
は
築
44
年
に
な
り

本
館
は
築
41
年
に
な
り
ま
す
。建
て

替
え
の
時
期
と
し
て
は
、
耐
震
改
修

工
事
を
東
京
都
補
助
金
を
受
け
て

2
0
1
3
年
度
に
実
施
し
た
た
め
、10

年
後
の
2
0
2
４
年
度
を
目
指
し
て

い
る
の
で
後
６
年
先
と
な
る
で
し
ょ

う
か
。ま
た
資
金
的
な
課
題
も
あ
り

ま
す
が
、実
際
ど
の
様
な
計
画
で
建
て

替
え
を
進
め
て
い
く
か
も
難
題
で
す
。

　
土
地
が
狭
い
た
め
、同
じ
場
所
に
建

て
替
え
る
と
な
る
と
工
事
期
間
中
、ど

こ
か
間
借
り
し
て
事
業
を
行
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
で
、間
借
り
す
る
場

所
を
探
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
別
の
土
地
を
探
し
て
新
築
す
る

と
い
う
選
択
も
あ
り
ま
す
が
、セ
ル
プ

あ
か
つ
き
と
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
が

入
っ
て
い
る
新
館
は
ま
だ
築
23
年
で

す
の
で
こ
の
建
物
の
扱
い
が
課
題
に

な
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
ど
の
様
な
事
業
を
行
っ

て
い
く
か
も
並
行
し
て
考
え
て
い
き

ま
す
。現
在
は
就
労
移
行
支
援
と
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
で
の
事
業
を
３
施

設
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、生
活
介
護

を
新
た
に
追
加
す
る
方
向
で
考
え
て

い
ま
す
。ど
こ
の
地
域
も
同
様
で
す
が
、

や
は
り
重
度
の
障
害
が
あ
る
利
用
者

が
日
中
活
動
と
し
て
利
用
で
き
る
施

設
が
不
足
し
て
お
り
、
社
会
福
祉
法

人
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。生
活
介
護
の
基
準
を

満
た
し
た
設
備
を
整
え
る
に
は
建
て

替
え
時
以
外
難
し
い
こ
と
と
、国
庫
補

助
も
近
年
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て

お
り
、地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
事
業

の
拡
大
も
実
施
し
て
い
か
な
い
と
申

請
対
象
に
も
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
生
活
介
護
と
言
っ
て
も
多
種

多
様
で
あ
り
、
障
害
種
別
も
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
検
討
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
６
年
と
い
う
年
数
は
あ
っ
と
い
う

間
に
経
ち
ま
す
の
で
年
内
に
は
建
て

替
え
に
向
け
て
動
き
だ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
課
題
と
し
て
人
材
育
成
も

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。あ
か

つ
き
コ
ロ
ニ
ー
は
現
在
８
つ
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、施
設
長
は
50
歳

代
後
半
に
入
っ
て
お
り
、そ
ろ
そ
ろ
世

代
交
代
の
時
期
に
入
っ
て
い
る
こ
と

と
、組
織
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は

職
員
全
体
の
底
上
げ
が
必
要
と
な
り

ま
す
。あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
に
は
有
望

な
職
員
が
各
部
署
に
多
く
い
る
と
思

い
ま
す
が
、経
営
サ
イ
ド
と
し
て
立
っ

て
い
く
に
は
総
合
的
な
資
質
が
求
め

ら
れ
ま
す
し
、新
人
・
中
堅
職
員
は
次

へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
意
識
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、正
職
員

の
中
で
責
任
を
も
つ
こ
と
や
決
断
を

し
て
い
く
こ
と
を
避
け
て
い
る
状
況

が
い
ろ
ん
な
場
面
で
垣
間
見
ら
れ
ま

す
。当
然
物
事
に
は
大
小
が
あ
り
、
上

司
の
判
断
無
く
し
て
進
め
ら
れ
な
い

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
通
常
業

務
の
中
に
は
自
分
で
判
断
・
決
断
で

き
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。決
断
は
責

任
が
伴
う
の
で
、気
持
ち
が
弱
い
と
安

易
に
決
断
を
第
三
者
に
委
ね
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
。一
部
署
で
あ
っ
て
も

正
職
員
は
そ
の
部
署
の
責
任
が
あ
り

常
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
意
識
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
積
み
重
ね
が
経
験
を

積
む
と
い
う
こ
と
に
な
り
、自
分
の
考

え
を
実
現
し
て
い
く
力
に
繋
が
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
し
、成
功
事
例
を
経

験
す
る
こ
と
で
自
信
を
持
つ
こ
と
が

で
き
、失
敗
を
し
て
も
そ
れ
を
糧
に
し

て
次
に
生
か
し
て
い
く
、成
長
す
る
こ

と
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
　
課
長
　
大
滝
　
実

セ
ル
プ
あ
か
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
　
　
　
　
　

西
出
　
英
高

　
平
成
29
年
12
月
７
日
、
８
日
と
２
日
間
に

か
け
ま
し
て
、
一
般
社
団
法
人
ゼ
ン
コ
ロ
第

三
回
発
達
障
害
者
支
援
研
修
会
が
あ
り
ま
し

た
。
山
形
、
長
野
、
東
京
、

福
岡
か
ら
16
の
事
業
所
、

26
名
が
参
加
し
、
東
京
都

は
中
野
区
中
部
す
こ
や
か

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
、
世
間
で
も

良
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
「
発
達
障
害
」

と
は
、
学
習
障
害（
L
D
）、

注
意
欠
如
／
多
動
症

（
A
D
/
H
D
）、
自
閉
症
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害（
A
S
D
）

等
の
先
天
的
な
特
性
を
持
っ

た
障
害
で
す
。
発
達
障
害
の

あ
る
方
の
特
性
や
症
状
の
程

度
は
一
人
ひ
と
り
で
異
な

る
た
め
、
必
ず
し
も
す
べ

て
が
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

い
く
つ
か
の
障
害
を
合
併
し
て
い
る
方
も
い

ま
す
。
ま
た
、
気
分
障
害
、
不
安
障
害
、
不

登
校
や
ひ
き
こ
も
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

等
の
二
次
障
害
を
併
発
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
会
で
は
３
名
の
講
師
が
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
私
は
２
日
目
午
前
の
時
間

に
、
講
師
と
し
て
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

「
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
で
の
取
り
組
み
事
例
」
と

い
う
題
で
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
と
し
て

の
取
り
組
み
や
、
発
達
障
害
者
へ
の
就
労
支

援
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
発
達
障
害
と
一
括
り
に
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
身
は
千
差
万
別
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
個
人
差
は
あ
る

に
せ
よ
障
害
特
性
と

し
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
難
を
抱

え
て
い
る
方
が
多
い

傾
向
に
あ
る
障
害
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

支
援
員
と
し
て
も
ご

本
人
個
々
に
対
応
を

考
え
る
必
要
が
あ

り
、
現
状
画
一
的
な

支
援
方
法
が
意
味
を

な
さ
な
い
場
面
も
多

く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

今
後
「
発
達
障
害
」

と
診
断
さ
れ
て
い
く

方
は
増
え
て
い
く
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
知
的
障
害
を
伴
わ
な
い

場
合
は
、
ご
本
人
自
身
も
含
め
障
害
に
つ
い

て
気
が
付
か
な
い
場
合
も
多
く
あ
る
と
聴
き

ま
す
。
私
ど
も
職
員
は
こ
れ
か
ら
の
支
援
の

中
で
よ
り
一
層
柔
軟
な
対
応
や
発
想
の
転
換

が
必
要
に
な
る
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た

研
修
に
な
り
ま
し
た
。

ゼ
ン
コ
ロ
第
三
回
発
達
障
害
者
支
援
研
究
会

ゼ
ン
コ
ロ
第
三
回
発
達
障
害
者
支
援
研
究
会
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　早いもので、今年でさくらは８回目の新年を迎えることになりました。これもさくらを支えてくださっている
関係者、皆様のご協力、ご支援の賜物と思います。心より感謝申し上げます。
　昨年、さくらではいろいろなことがありました。まずは昨年を振り返ってみたいと思います。
　まずは、新しい仕事が増えたことです。瑞穂町から公園の清掃を現在 1 か所担当させてもらっていますが、
さらにもう１か所増やしていただくことが出来ました。さくらでは外作業をすることが好きな人が多いので、今
回も公園清掃が増えたことで、「とてもやりがいのある仕事が増えて良かった」との声もいただき、喜んでいだ
だくことが出来ました。
　また、行事ではさくらとして初めて 4 月に「イチゴ狩り」に行き、9 月にはいつかは行ってみたいと思って
いた「スカイツリー」に行ってきました。今回は、今まであまり経験したことのない行事だけに何かワクワク
する気持ちが自分自身でもありましたし、皆さんにも少なからずあったように思います。
　また、さくらでは第三者機関による第三者評価を実施しています。8 月には評価機関による利用者への聞き
取りを実施、最終の評価報告は今年の 1 月頃になりそうですが、そういった第三者評価による評価報告も参考
にしながら、更により良いさくらを構築していきたいと思っています。
　さて、今年の当初の目標が3点あります。
　1点目は、利用者の工賃増額です。そのためには日々の仕事をがんばり、新しい仕事を拡大していくことが必

要です。２点目は、一般就労にむすびつけられる人は瑞穂
町障害者就労支援センターと連携を持ち、積極的に会社実
習等の支援をしていきたいと思います。何とか会社実習等
の動き、実績をつくっていきたいです。3 点目は、職員の人
材育成とリスクマネジメント、権利擁護の強化です。昨年、
さくらには常勤職員２名が入職しました。内外の研修をおこ
ないながら職員のスキルアップはかり、利用者支援のさらな
る充実をはかってきました。また、リスクマネジメントの強
化では、「気づき」の視点を持って、常に利用者の安全配慮

を考えられる人材に一人一人が成長していけるように今年も尽力
していきます。
　最後になりましたが、吉川英治氏の「我以外皆我師」という言葉
が自分は好きです。どんな人からでも学ぶ所があるという言葉だと
思います。福祉の現場でも様々な人間関係がありますが、全ての
人から学ぶ姿勢を忘れず、さくらの皆さんと一緒に更に成長してい
きたいと思っています。

（施設長　五十嵐　崇）

みんなで記念撮影

瑞穂町福祉作業所さくら瑞穂町福祉作業所さくら瑞穂町福祉作業所さくら

見ておいしそう

新年あけまして おめでとうございます新年あけまして おめでとうございます

　
あ
か
つ
き
授
産
所
作
業
部
２
課

　
増
渕
　
明
美

　
昨
年
10
月
30
日
月
曜
日
に
、
瑞
穂

町
心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉
セ
ン
タ

ー
あ
ゆ
み
に
て
救
命
講
習
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
ゆ
み
の
職
員
を
中
心
に

法
人
職
員
全
体
で
29
名
の
参
加
者
が

集
い
ま
し
た
。

　
東
京
防
災
救
急
協
会
か
ら
講
師
の

方
に
救
命
処
置
、
気
道
異
物
除
去
、

止
血
法
、
救
急
車
の
利
用
方
法
な
ど

の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
傷
病
者
の

命
を
救
う
た
め
に
行
う
「
心
肺
蘇
生
」

「
A
E
D
を
用
い
た
除
細
動
」「
気
道

異
物
除
去
」
の
３
つ
の
処
置
を
、
人

形
を
使
っ
て
訓
練
を
し
ま
し
た
。
一

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
３
名
ず
つ
分
か
れ
、

救
急
車
を
呼
ぶ
人
・
A
E
D
を
探
し

持
っ
て
く
る
人
・
救
助
を
行
う
人
と

そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
持
ち
訓
練
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
訓
練
と
は
い
え
、
大
き
な
声
で
助

け
を
求
め
、
救
助
者
に
声
か
け
を
し

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
日
頃
、
大

き
な
声
な
ど
出
さ
な
い
の
で
、
少
し

恥
ず
か
し
い
な
ぁ
等
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
実
際
や
っ
て
み
る
と
、
必

死
に
な
っ
て
声
か
け
を
し
、
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
恥

ず
か
し
い
な
ん
て
思
う
余
裕
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
当
に
人
を
救
助
す
る
と
き
、
一

連
の
救
助
が
冷
静
に
出
来
る
の
か
、

自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最

後
に
東
京
防
災
救
急
協
会
の
方
か
ら

「
一
歩
前
に
出
て
声
を
か
け
る
勇
気

を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

　
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
A
E
D
の
使

い
方
が
わ
か
ら
な
い
人
た
ち
は
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
し
か
し
、
救
急
車
を

呼
ぶ
事
や
助
け
を
求
め
る
事
な
ど
私

た
ち
に
も
で
き
る
事
が
あ
り
ま
す
。

短
い
時
間
の
訓
練
で
し
た
が
、
と
て

も
貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

を
喚
起
し
、
話
題
に
な
る
。（
５
）
言

葉
で
は
分
か
ら
な
い
人
も
い
る
。
言

葉
は
理
解
で
き
て
も
発
信
出
来
な
い

人
も
い
る
、
絵
や
シ
ン
ボ
ル
で
も
分
か

ら
な
い
人
も
い
る
、
言
葉
が
分
か
ら

な
い
人
に
選
択
を
求
め
る
と
経
験
の

な
い
も
の
は
分
か
ら
な
い
、
試
し
て
反

応
を
見
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
経
験

し
て
次
に
見
て
わ
か
る
、
聞
い
て
わ
か

る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
当
事
者

が
イ
エ
ス
マ
ン
で
あ
る
と
内
容
が
違
っ

て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
、
施
設
で
は
、
嫌
な
も
の
は
２
度
と

出
て
こ
な
い
、
そ
の
た
め
選
択
肢
が

な
く
な
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
あ
る
。
言
葉
で
う
ま
く

い
か
な
い
と
直
接
行
動
に
出
て
し
ま

い
勝
手
に
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
、
飲
ん

だ
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
直
接
行
動

は
誤
解
を
招
く
の
で
、
言
葉
に
代
わ

る
手
段
（
指
さ
し
、
身
振
り
手
振
り
、

写
真
や
絵
カ
ー
ド
）
が
必
要
で
あ
る
。

　
観
察
の
実
践
と
し
て
ス
イ
ッ
チ
を

利
用
す
る
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
カ
メ
ラ
を
用
い
て
重
度
障
が
い
の

あ
る
人
の
動
き
を
と
ら
え
る
。
中
邑

教
授
の
研
究
は
O
A
K
（
オ
ー
ク
）
で

動
き
を
観
察
し
て
動
け
る
部
位
や
反

応
を
分
か
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
研

究
し
て
い
る
。

　
結
論
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
の
に
は
個
々
の
能
力
や
表
現

方
法
に
よ
っ
て
と
ら
え
方
が
違
う
場

合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
り
、

こ
の
人
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
障

が
い
の
た
め
に
で
き
な
い
と
決
め
つ

け
る
の
で
な
く
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
機

器
な
ど
も
考
慮
し
た
上
で
意
思
疎
通

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
現
在
、
私
は
あ
ゆ
み
で
活
動
を
し

て
い
る
が
今
回
の
研
修
を
通
し
て
利

用
者
の
個
々
の
表
現
方
法
を
よ
り
細

か
く
見
て
い
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
今
以
上
に
良
好
に
と
れ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

救命講習を受けてきました
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　作業部三課では平成29年４月より新規利用者が２名（男性１名、女性１名）増え、在籍者数は男性利用者５名、
女性利用者３名の計８名になりました。また非常勤職員も１人増え、職員、利用者合わせて 11 名の部署となり
ました。
　作業としましては、「お菓子の箱折作業」を中心に「おしぼり作業」や「おむつのバラ作り作業」、「革製品」
の製作など色々な作業を織り交ぜながら日々作業を行っています。特に今年度は革製品の製作に力を入れてお
り、以前より販売しておりましたキーホルダーなどの形や色を増やしたり、商品の種類を増やしたりしました。
また今まで職員が行っていた工程の一部を利用者の方に教え、作業として行える部分を増やした事で生産でき
る個数も上がりました。現在は武蔵村山市民総合センター内にあります喫茶「茶花」と瑞穂町にありますレス
トランに商品を置かせていただき販売をしています。その他にも武蔵村山市の福祉祭り（９月）や瑞穂町の産
業際（11月）など、地域の祭りでも販売をしました。
　また今年度は作業外プログラムとして色々な事に挑戦もしました。今回の誌面では、８月３日（木）に野山北
公園で行われました「葛西臨海水族園の移動水族館」と 10 月２日（月）に行いました「赤い羽根共同募金」に
ついてお話させていただきたいと思います。まず初めに「葛西臨海水族園の移動水族館」についてですが、今
回の移動水族館では海の生物に直で触る事が出来るふれあいコーナーが設けられてありました。利用者の方の
中には興味津々で生き物に触れる方もいれば、恐怖心から初めは触れなかったが勇気を出して触った方など反
応は人それぞれでしたが、普段あまり体験する事が出来ない貴重な体験が出来たと思います。
　次に「赤い羽根共同募金」についてですが、今年も例年同様、立川駅の北口にありますルミネの入り口付近
で募金活動を行いました。作業部三課は午前中に募金活動を行いましたが平日に行った事、また通勤、通学の
時間帯ではなかった事かど例年に比べると通行量は少なかったですが、その中でも多くの人に募金をしていた
だきました。色々な人と話をして交流を図ったり、人前で呼びかけを行ったりとこちらも移動水族館とはまた違
った貴重な経験が出来たと思います。
　今年も利用者の方に「楽しい」と思っていただけるような作業部三課がつくれる様、頑張っていきたいと思
います。　　　　　　　　　　　　　（小俣　俊弥）

あかつき授産所　作業部３課あかつき授産所　作業部３課あかつき授産所　作業部３課

新年あけまして新年あけまして

募金のご協力、お願いしま－す！！

研修報告

　「
重
度
心
身
障
害
者
の
意
思
決
定
支

援
Ⅴ
　
利
用
者
の
思
い
を
探
る
観
察

方
法
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い

っ
た
内
容
で
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
講
師
は
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
人
間
支
援
工
学
分
野

教
授
　
中
邑
賢
龍
氏
、
東
京
大
学
先

端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
支
援
情

報
シ
ス
テ
ム
分
野
准
教
授
　
厳
淵
守

氏
、
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
人
間
支
援
工
学
分
野
学
術

支
援
専
門
員
　
赤
松
裕
美
氏
が
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

の
基
礎
と
し
て
利
用
者
の
得
意
な
も

の
を
利
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
現
在
の
障
が
い
者
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
中
心
に
考
え
る
と
生
き
に

く
い
世
界
で
あ
る
。
働
く
た
め
に
は

読
み
書
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

求
め
ら
れ
る
為
、
頑
張
る
間
に
勉
強

が
遅
れ
る
、
適
応
で
き
な
け
れ
ば
障

が
い
に
す
る
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
方
で
I
C
T
（
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
な
ど
の
機
器
）
を
活
用
す
る

と
苦
手
な
部
分
を
補
え
る
時
代
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

　
今
後
、
消
え
る
障
が
い
も
あ
る
。

医
療
技
術
の
進
歩
が
消
す
障
が
い
と

し
て
、
呼
吸
器
や
薬
の
進
歩
、
出
生

前
診
断
、
神
経
再
生
治
療
・
遺
伝
子

治
療
（
障
が
い
の
様
態
の
変
化
）、
工

学
的
代
替
技
術
の
進
歩
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
な
ど
が
あ
り
、
例
え
ば

話
す
の
が
苦
手
で
も
メ
ー
ル
な
ら
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
知
的
障
が
い
者

の
方
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
伴
い

身
の
回
り
に
あ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

活
用
で
学
習
支
援
を
行
っ
た
り
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。そ
し
て
、

そ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
誰
で
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
次
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
自
己

決
定
と
し
て
、
現
在
は
自
己
決
定
重

視
時
代
で
自
己
決
定
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
、
訓
練
や
教

育
で
回
復
し
な
い
な
ら
別
の
手
段
を

使
っ
て
も
自
分
の
意
思
で
生
活
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
た
め

に
当
事
者
が
自
分
の
意
思
で
利
用
す

る
支
援
技
術
（
A
T
：
A
s
s
i
s-

t
i
v
e 

T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
）

へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
、
拡
大
・
代
替

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
A
A
C
：

A
u
g
m
e
n
t
a
t
i
v
e 

a
n
d 

A
l
t
e
m
a
t
i
v
e 

C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
）
と

い
う
研
究
領
域
が
誕
生
す
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
姿
勢

と
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
技
法
を

活
用
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ

の
次
に
納
得
の
プ
ロ
セ
ス
の
必
要
性

が
あ
る
。
時
間
を
か
け
て
話
す
う
ち

に
自
分
の
気
持
ち
を
調
整
で
き
る
。

自
分
で
決
定
し
納
得
さ
せ
な
い
と
常

に
他
者
の
責
任
に
帰
属
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
意
思
疎
通
を
行
う
た
め

に
信
頼
関
係
が
必
要
で
あ
る
。
信
頼

関
係
を
得
る
た
め
に
無
駄
な
時
間
だ

と
思
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
の

こ
と
。

　
実
践
と
し
て
「
暑
い
？
」
と
聞
い
て

み
る
が
個
々
に
感
じ
方
の
違
い
が
あ

り
答
え
づ
ら
い
。
寒
い
を
１
と
し
て

暑
い
を
５
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
を
使
っ

て
聞
く
と
答
え
や
す
い
、
実
際
に
実

践
と
し
て
し
ゃ
べ
れ
な
い
人
が
何
を

訴
え
て
い
る
か
聞
い
て
み
る
こ
と
を

行
っ
た
。
障
が
い
重
度
に
よ
っ
て
選
択

が
狭
ま
る
、
何
を
食
べ
た
い
か
聞
い
て

み
て
も
経
験
（
今
ま
で
お
茶
し
か
飲

ん
だ
こ
と
の
な
い
人
に
お
茶
と
オ
レ

ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
ど
ち
ら
が
飲
み
た
い
か

聞
い
て
も
分
か
ら
な
い
）
や
見
通
し

が
な
い
と
反
応
で
き
な
い
な
ど
が
あ

る
。
そ
こ
か
ら
、
相
手
の
意
思
を
正
し

く
読
む
に
は
技
術
（
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
が
必
要
で
あ
り
、
技
術

を
使
わ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

限
界
が
あ
る
。

　
現
場
で
の
観
察
を
考
え
る
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
同
じ
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
自
己
決
定
で
き
る

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な

人
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
が

自
己
決
定
が
苦
手
な
人
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
も
自
己
決
定
も
で
き
る
が

誤
解
を
受
け
る
人
、
ど
ち
ら
も
苦
手

な
人
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
（
１
）
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
環
境
か
？
（
２
）

外
界
へ
注
意
は
向
い
て
い
る
か
？（
３
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
欲
は
あ
る

か
？
（
４
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

話
題
は
あ
る
か
？
（
５
）
能
力
に
応
じ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
は
何

か
？（
６
）周
辺
情
報
の
収
集
が
あ
る
。

（
１
）
で
は
多
く
の
人
が
気
に
な
ら
な

い
が
気
に
な
る
人
が
い
る
。（
音
、
光
、

に
お
い
、
模
様
）
環
境
調
整
と
ツ
ー
ル

の
活
用
を
考
え
る
。
周
囲
を
観
察
し
、

刺
激
が
強
す
ぎ
な
い
か
、
静
か
に
指

示
し
て
い
ま
す
か
、
言
葉
や
予
定
が

理
解
で
き
な
い
と
不
安
で
あ
り
、
思

わ
ぬ
行
動
に
出
る
こ
と
が
あ
る
。（
２
）

と
し
て
は
、
何
も
反
応
が
な
い
よ
う

に
見
え
る
人
も
い
る
。
自
分
の
世
界

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
人

も
い
る
。
そ
の
人
に
は
分
か
ら
な
い
の

で
勝
手
に
行
動
に
意
味
付
け
す
る
こ

と
が
多
い
が
観
察
を
し
て
比
較
す
る

こ
と
か
ら
始
め
る
。
実
践
で
は
ペ
ア

を
組
み
相
手
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝

え
る
こ
と
を
行
う
が
課
題
と
し
て「
動

か
せ
る
部
位
が
１
か
所
し
か
な
く
、

し
か
も
洋
服
等
に
隠
れ
て
い
る
場
合

で
昼
食
何
を
食
べ
た
い
か
聞
く
」
を

行
う
。
実
際
に
は
動
か
せ
る
部
位
が

分
か
ら
な
い
と
分
か
ら
な
い
が
当
事

者
と
し
て
は
一
生
懸
命
伝
え
て
い
る
。

刺
激
に
対
す
る
定
位
反
応
は
あ
る
の

か
（
音
、
呼
び
か
け
に
対
す
る
反
応
、

目
の
前
の
物
体
に
対
す
る
中
止
や
追

従
、
に
お
い
に
対
す
る
反
応
、
接
触
に

対
す
る
反
応
）
知
覚
機
能
と
覚
醒
水

準
の
確
認
を
し
て
み
る
。（
３
）
で
き

な
い
こ
と
が
出
来
な
さ
を
生
ま
な
い

よ
う
に
拒
否
、
需
要
、
注
意
喚
起
と

い
っ
た
反
応
に
対
す
る
適
切
な
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
い
、
自
分
の
反
応
の

意
識
下
、
因
果
関
係
の
理
解
を
促
す
。

（
４
）
視
覚
障
害
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
学
ぶ
と
言
葉
だ
け
で

な
く
匂
い
や
色
の
変
化
な
ど
も
注
意

研修報告

瑞
穂
町
心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
　
　
　
　

　
　
　
新
庄
　
弘
典

東
京
都
障
害
者
通
所
活
動
施
設

　
　
　
　
　
　
　
職
員
研
修
会
に
参
加
し
て
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す
障
が
い
と

し
て
、
呼
吸
器
や
薬
の
進
歩
、
出
生

前
診
断
、
神
経
再
生
治
療
・
遺
伝
子

治
療
（
障
が
い
の
様
態
の
変
化
）、
工

学
的
代
替
技
術
の
進
歩
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
な
ど
が
あ
り
、
例
え
ば

話
す
の
が
苦
手
で
も
メ
ー
ル
な
ら
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
知
的
障
が
い
者

の
方
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
伴
い

身
の
回
り
に
あ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

活
用
で
学
習
支
援
を
行
っ
た
り
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。そ
し
て
、

そ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
誰
で
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
次
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
自
己

決
定
と
し
て
、
現
在
は
自
己
決
定
重

視
時
代
で
自
己
決
定
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
、
訓
練
や
教

育
で
回
復
し
な
い
な
ら
別
の
手
段
を

使
っ
て
も
自
分
の
意
思
で
生
活
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
た
め

に
当
事
者
が
自
分
の
意
思
で
利
用
す

る
支
援
技
術
（
A
T
：
A
s
s
i
s-

t
i
v
e 

T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
）

へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
、
拡
大
・
代
替

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
A
A
C
：

A
u
g
m
e
n
t
a
t
i
v
e 

a
n
d 

A
l
t
e
m
a
t
i
v
e 

C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
）
と

い
う
研
究
領
域
が
誕
生
す
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
姿
勢

と
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
技
法
を

活
用
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ

の
次
に
納
得
の
プ
ロ
セ
ス
の
必
要
性

が
あ
る
。
時
間
を
か
け
て
話
す
う
ち

に
自
分
の
気
持
ち
を
調
整
で
き
る
。

自
分
で
決
定
し
納
得
さ
せ
な
い
と
常

に
他
者
の
責
任
に
帰
属
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
意
思
疎
通
を
行
う
た
め

に
信
頼
関
係
が
必
要
で
あ
る
。
信
頼

関
係
を
得
る
た
め
に
無
駄
な
時
間
だ

と
思
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
の

こ
と
。

　
実
践
と
し
て
「
暑
い
？
」
と
聞
い
て

み
る
が
個
々
に
感
じ
方
の
違
い
が
あ

り
答
え
づ
ら
い
。
寒
い
を
１
と
し
て

暑
い
を
５
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
を
使
っ

て
聞
く
と
答
え
や
す
い
、
実
際
に
実

践
と
し
て
し
ゃ
べ
れ
な
い
人
が
何
を

訴
え
て
い
る
か
聞
い
て
み
る
こ
と
を

行
っ
た
。
障
が
い
重
度
に
よ
っ
て
選
択

が
狭
ま
る
、
何
を
食
べ
た
い
か
聞
い
て

み
て
も
経
験
（
今
ま
で
お
茶
し
か
飲

ん
だ
こ
と
の
な
い
人
に
お
茶
と
オ
レ

ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
ど
ち
ら
が
飲
み
た
い
か

聞
い
て
も
分
か
ら
な
い
）
や
見
通
し

が
な
い
と
反
応
で
き
な
い
な
ど
が
あ

る
。
そ
こ
か
ら
、
相
手
の
意
思
を
正
し

く
読
む
に
は
技
術
（
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
が
必
要
で
あ
り
、
技
術

を
使
わ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

限
界
が
あ
る
。

　
現
場
で
の
観
察
を
考
え
る
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
同
じ
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
自
己
決
定
で
き
る

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な

人
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
が

自
己
決
定
が
苦
手
な
人
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
も
自
己
決
定
も
で
き
る
が

誤
解
を
受
け
る
人
、
ど
ち
ら
も
苦
手

な
人
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
（
１
）
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
環
境
か
？
（
２
）

外
界
へ
注
意
は
向
い
て
い
る
か
？（
３
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
欲
は
あ
る

か
？
（
４
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

話
題
は
あ
る
か
？
（
５
）
能
力
に
応
じ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
は
何

か
？（
６
）周
辺
情
報
の
収
集
が
あ
る
。

（
１
）
で
は
多
く
の
人
が
気
に
な
ら
な

い
が
気
に
な
る
人
が
い
る
。（
音
、
光
、

に
お
い
、
模
様
）
環
境
調
整
と
ツ
ー
ル

の
活
用
を
考
え
る
。
周
囲
を
観
察
し
、

刺
激
が
強
す
ぎ
な
い
か
、
静
か
に
指

示
し
て
い
ま
す
か
、
言
葉
や
予
定
が

理
解
で
き
な
い
と
不
安
で
あ
り
、
思

わ
ぬ
行
動
に
出
る
こ
と
が
あ
る
。（
２
）

と
し
て
は
、
何
も
反
応
が
な
い
よ
う

に
見
え
る
人
も
い
る
。
自
分
の
世
界

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
人

も
い
る
。
そ
の
人
に
は
分
か
ら
な
い
の

で
勝
手
に
行
動
に
意
味
付
け
す
る
こ

と
が
多
い
が
観
察
を
し
て
比
較
す
る

こ
と
か
ら
始
め
る
。
実
践
で
は
ペ
ア

を
組
み
相
手
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝

え
る
こ
と
を
行
う
が
課
題
と
し
て「
動

か
せ
る
部
位
が
１
か
所
し
か
な
く
、

し
か
も
洋
服
等
に
隠
れ
て
い
る
場
合

で
昼
食
何
を
食
べ
た
い
か
聞
く
」
を

行
う
。
実
際
に
は
動
か
せ
る
部
位
が

分
か
ら
な
い
と
分
か
ら
な
い
が
当
事

者
と
し
て
は
一
生
懸
命
伝
え
て
い
る
。

刺
激
に
対
す
る
定
位
反
応
は
あ
る
の

か
（
音
、
呼
び
か
け
に
対
す
る
反
応
、

目
の
前
の
物
体
に
対
す
る
中
止
や
追

従
、
に
お
い
に
対
す
る
反
応
、
接
触
に

対
す
る
反
応
）
知
覚
機
能
と
覚
醒
水

準
の
確
認
を
し
て
み
る
。（
３
）
で
き

な
い
こ
と
が
出
来
な
さ
を
生
ま
な
い

よ
う
に
拒
否
、
需
要
、
注
意
喚
起
と

い
っ
た
反
応
に
対
す
る
適
切
な
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
い
、
自
分
の
反
応
の

意
識
下
、
因
果
関
係
の
理
解
を
促
す
。

（
４
）
視
覚
障
害
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
学
ぶ
と
言
葉
だ
け
で

な
く
匂
い
や
色
の
変
化
な
ど
も
注
意

研修報告

瑞
穂
町
心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
　
　
　
　

　
　
　
新
庄
　
弘
典

東
京
都
障
害
者
通
所
活
動
施
設

　
　
　
　
　
　
　
職
員
研
修
会
に
参
加
し
て
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　早いもので、今年でさくらは８回目の新年を迎えることになりました。これもさくらを支えてくださっている
関係者、皆様のご協力、ご支援の賜物と思います。心より感謝申し上げます。
　昨年、さくらではいろいろなことがありました。まずは昨年を振り返ってみたいと思います。
　まずは、新しい仕事が増えたことです。瑞穂町から公園の清掃を現在 1 か所担当させてもらっていますが、
さらにもう１か所増やしていただくことが出来ました。さくらでは外作業をすることが好きな人が多いので、今
回も公園清掃が増えたことで、「とてもやりがいのある仕事が増えて良かった」との声もいただき、喜んでいだ
だくことが出来ました。
　また、行事ではさくらとして初めて 4 月に「イチゴ狩り」に行き、9 月にはいつかは行ってみたいと思って
いた「スカイツリー」に行ってきました。今回は、今まであまり経験したことのない行事だけに何かワクワク
する気持ちが自分自身でもありましたし、皆さんにも少なからずあったように思います。
　また、さくらでは第三者機関による第三者評価を実施しています。8 月には評価機関による利用者への聞き
取りを実施、最終の評価報告は今年の 1 月頃になりそうですが、そういった第三者評価による評価報告も参考
にしながら、更により良いさくらを構築していきたいと思っています。
　さて、今年の当初の目標が3点あります。
　1点目は、利用者の工賃増額です。そのためには日々の仕事をがんばり、新しい仕事を拡大していくことが必

要です。２点目は、一般就労にむすびつけられる人は瑞穂
町障害者就労支援センターと連携を持ち、積極的に会社実
習等の支援をしていきたいと思います。何とか会社実習等
の動き、実績をつくっていきたいです。3 点目は、職員の人
材育成とリスクマネジメント、権利擁護の強化です。昨年、
さくらには常勤職員２名が入職しました。内外の研修をおこ
ないながら職員のスキルアップはかり、利用者支援のさらな
る充実をはかってきました。また、リスクマネジメントの強
化では、「気づき」の視点を持って、常に利用者の安全配慮

を考えられる人材に一人一人が成長していけるように今年も尽力
していきます。
　最後になりましたが、吉川英治氏の「我以外皆我師」という言葉
が自分は好きです。どんな人からでも学ぶ所があるという言葉だと
思います。福祉の現場でも様々な人間関係がありますが、全ての
人から学ぶ姿勢を忘れず、さくらの皆さんと一緒に更に成長してい
きたいと思っています。

（施設長　五十嵐　崇）

みんなで記念撮影

瑞穂町福祉作業所さくら瑞穂町福祉作業所さくら瑞穂町福祉作業所さくら

見ておいしそう

新年あけまして おめでとうございます新年あけまして おめでとうございます

　
あ
か
つ
き
授
産
所
作
業
部
２
課

　
増
渕
　
明
美

　
昨
年
10
月
30
日
月
曜
日
に
、
瑞
穂

町
心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉
セ
ン
タ

ー
あ
ゆ
み
に
て
救
命
講
習
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
ゆ
み
の
職
員
を
中
心
に

法
人
職
員
全
体
で
29
名
の
参
加
者
が

集
い
ま
し
た
。

　
東
京
防
災
救
急
協
会
か
ら
講
師
の

方
に
救
命
処
置
、
気
道
異
物
除
去
、

止
血
法
、
救
急
車
の
利
用
方
法
な
ど

の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
傷
病
者
の

命
を
救
う
た
め
に
行
う
「
心
肺
蘇
生
」

「
A
E
D
を
用
い
た
除
細
動
」「
気
道

異
物
除
去
」
の
３
つ
の
処
置
を
、
人

形
を
使
っ
て
訓
練
を
し
ま
し
た
。
一

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
３
名
ず
つ
分
か
れ
、

救
急
車
を
呼
ぶ
人
・
A
E
D
を
探
し

持
っ
て
く
る
人
・
救
助
を
行
う
人
と

そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
持
ち
訓
練
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
訓
練
と
は
い
え
、
大
き
な
声
で
助

け
を
求
め
、
救
助
者
に
声
か
け
を
し

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
日
頃
、
大

き
な
声
な
ど
出
さ
な
い
の
で
、
少
し

恥
ず
か
し
い
な
ぁ
等
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
実
際
や
っ
て
み
る
と
、
必

死
に
な
っ
て
声
か
け
を
し
、
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
恥

ず
か
し
い
な
ん
て
思
う
余
裕
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
当
に
人
を
救
助
す
る
と
き
、
一

連
の
救
助
が
冷
静
に
出
来
る
の
か
、

自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最

後
に
東
京
防
災
救
急
協
会
の
方
か
ら

「
一
歩
前
に
出
て
声
を
か
け
る
勇
気

を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

　
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
A
E
D
の
使

い
方
が
わ
か
ら
な
い
人
た
ち
は
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
し
か
し
、
救
急
車
を

呼
ぶ
事
や
助
け
を
求
め
る
事
な
ど
私

た
ち
に
も
で
き
る
事
が
あ
り
ま
す
。

短
い
時
間
の
訓
練
で
し
た
が
、
と
て

も
貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

を
喚
起
し
、
話
題
に
な
る
。（
５
）
言

葉
で
は
分
か
ら
な
い
人
も
い
る
。
言

葉
は
理
解
で
き
て
も
発
信
出
来
な
い

人
も
い
る
、
絵
や
シ
ン
ボ
ル
で
も
分
か

ら
な
い
人
も
い
る
、
言
葉
が
分
か
ら

な
い
人
に
選
択
を
求
め
る
と
経
験
の

な
い
も
の
は
分
か
ら
な
い
、
試
し
て
反

応
を
見
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
経
験

し
て
次
に
見
て
わ
か
る
、
聞
い
て
わ
か

る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
当
事
者

が
イ
エ
ス
マ
ン
で
あ
る
と
内
容
が
違
っ

て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
、
施
設
で
は
、
嫌
な
も
の
は
２
度
と

出
て
こ
な
い
、
そ
の
た
め
選
択
肢
が

な
く
な
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
あ
る
。
言
葉
で
う
ま
く

い
か
な
い
と
直
接
行
動
に
出
て
し
ま

い
勝
手
に
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
、
飲
ん

だ
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
直
接
行
動

は
誤
解
を
招
く
の
で
、
言
葉
に
代
わ

る
手
段
（
指
さ
し
、
身
振
り
手
振
り
、

写
真
や
絵
カ
ー
ド
）
が
必
要
で
あ
る
。

　
観
察
の
実
践
と
し
て
ス
イ
ッ
チ
を

利
用
す
る
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
カ
メ
ラ
を
用
い
て
重
度
障
が
い
の

あ
る
人
の
動
き
を
と
ら
え
る
。
中
邑

教
授
の
研
究
は
O
A
K
（
オ
ー
ク
）
で

動
き
を
観
察
し
て
動
け
る
部
位
や
反

応
を
分
か
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
研

究
し
て
い
る
。

　
結
論
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
の
に
は
個
々
の
能
力
や
表
現

方
法
に
よ
っ
て
と
ら
え
方
が
違
う
場

合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
り
、

こ
の
人
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
障

が
い
の
た
め
に
で
き
な
い
と
決
め
つ

け
る
の
で
な
く
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
機

器
な
ど
も
考
慮
し
た
上
で
意
思
疎
通

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
現
在
、
私
は
あ
ゆ
み
で
活
動
を
し

て
い
る
が
今
回
の
研
修
を
通
し
て
利

用
者
の
個
々
の
表
現
方
法
を
よ
り
細

か
く
見
て
い
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
今
以
上
に
良
好
に
と
れ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

救命講習を受けてきました
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昨
年
11
月
14
日
、町
内
の
第
５
小
学
校
へ
講

師
と
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。５
年
生
の
総

合
の
授
業
に
お
邪
魔
し
て
約
40
名
の
生
徒
を
前

に『
障
が
い
者
と
の
か
か
わ
り
』と
い
う
内
容
で

講
義
を
行
い
ま
し
た
。
今
ま
で
父
兄
や
高
等
部
の

生
徒
さ
ん
対
象
の
講
義
は
行
っ
た
事
は
あ
り
ま

し
た
が
小
学
生
を
対
象
に
し
た
講
義
は
初
め
て

の
為
、ど
の
よ
う
に
お
話
を
す
れ
ば
ち
ゃ
ん
と
伝

わ
る
の
か
、と
て
も
心
配
で
し
た
。
前
日
に
息
子

に
頼
み
込
み
、小
学
生
が
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
る

か
試
し
て
も
ら
い
、下
準
備
を
し
ま
し
た
が
や
は

り
緊
張
は
し
ま
し
た
。

　
少
し
で
も
障
が
い
者
の
理
解
を
深
め
て
欲
し
い

と
い
う
想
い
が
、み
ん
な
に
少
し
で
も
多
く
伝
わ

っ
て
欲
し
い
と
い
う
一
心
で
し
た
。
教
室
に
入
る

と
自
分
の
体
の
大
き
さ
に
騒
め
き
始
め
た
の
で
、

興
味
を
示
し
て
く
れ
た
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
義
は
一
方
的
に
自
分
だ
け
が
話
す
の
で
は
な

く
、質
問
形
式
を
多
く
取
り
入
れ
て
行
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
尋
ね
た
質
問
は
「
障
が
い
を
持
っ
た
方

の
お
友
達
は
い
ま
す
か
？
」。
尋
ね
た
所
、
結
果

は
０
人
で
し
た
。「
授
業
を
聞
き
終
え
た
後
に
友

達
が
作
れ
る
様
に
お
手
伝
い
が
出
来
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。」
と
話
を
始
め
ま
し
た
。

　
40
分
と
短
い
時
間
の
中
で
飽
き
さ
せ
ず
、
話
を

聞
い
て
も
ら
い
、
自
分
自
身
で
考
え
て
も
ら
う
に

は
、
質
問
形
式
を
と
り
行
い
ま
し
た
。

　
生
徒
の
方
々
は
、
時
に
は
頷
き
、そ
し
て
、「
そ

う
な
ん
だ
！
」
と
い
っ
た
表
情
を
見
せ
て
く
だ
さ

り
真
剣
な
眼
差
し
で
受
講
し
て
く
だ
さ
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　
先
生
の
要
望
で
内
容
に
発
達
障
が
い
の
概
要

も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
話
し
ま
し
た
が
、広
義
的
な

内
容
だ
と
生
徒
さ
ん
は
宙
を
見
上
げ
て
し
ま
っ
た

為
、
急
遽
、
切
り
替
え
て
具
体
的
に
事
柄
を
挙
げ

て
話
を
し
て
し
た
所
、
興
味
を
示
し
、
活
発
に
意

見
が
飛
び
あ
う
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
機
会
は
、
自
身
の
成
長
に
も
繋
が

り
ま
す
し
、そ
こ
で
の
出
会
い
に
も
繋
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
の
皆
様
の
た
め
に
な
る
仕
事
を

で
き
る
の
は
本
当
に
良
い
こ
と
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。

　
こ
ん
な
素
敵
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
瑞

穂
町
第
５
小
学
校
の
皆
様
に
本
当
に
感
謝
で
す
。

　
ま
た
、い
つ
で
も
こ
の
よ
う
な
活
動
は
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

瑞
穂
町
第
五
小
学
校
へ
出
張
講
義
を
行
い
ま
し
た

常
務
理
事
　
　
　
　
　
　

高
　
橋
　
　
　
毅

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
は
今
年
で
50

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。半
世
紀
も
の

長
い
年
数
を
続
け
ら
れ
た
こ
と
は
先

人
の
方
々
の
努
力
と
苦
労
の
礎
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
が
、
そ
こ
に
は
一

言
で
は
言
い
切
れ
な
い
ほ
ど
命
を
削

り
な
が
ら
法
人
の
創
設
を
行
っ
て
こ

ら
れ
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。今
で
は

創
設
時
の
結
核
回
復
者
の
方
々
は
皆

故
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

「
完
全
参
加
と
平
等
」
と
い
う
創
設
か

ら
の
理
念
は「
共
に
働
く
、
共
に
生
き

る
、
共
に
創
る
」と
い
う
理
念
に
引
き

継
が
れ
、そ
の
根
底
に
脈
々
と
流
れ
て

い
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力

の
も
と
障
害
者
の
就
労
支
援
、
自
立

支
援
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
当
法
人
の
創
立
記
念
日
は
９
月
30

日
で
あ
り
、
本
来
な
ら
式
典
を
開
催

す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、数

年
後
に
建
物
の
建
て
替
え
を
予
定
し

て
い
る
状
況
か
ら
、資
金
の
蓄
え
を
優

先
す
る
た
め
式
典
は
見
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。た
だ
し
10
年
毎
の

記
念
誌
は
発
行
す
る
予
定
で
既
に
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。皆
様
の
協
力
を

得
な
が
ら
記
憶
に
残
る
記
念
誌
を
作

成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
は
改
正
社
会
福
祉
法
が
施
行

さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
が
大
き

く
変
わ
り
、そ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
年

で
し
た
。経
営
情
報
の
公
開
や
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
強
化
等
、公
益
法
人
と
し
て
の

責
任
が
強
く
求
め
ら
れ
、
地
域
に
向

け
て
は
地
域
貢
献
事
業
を
新
た
な
責

務
と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、未
だ
に
そ
の
余
波
が
続
い
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
平
成
30
年
度
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
が
４
月
よ
り

実
施
さ
れ
、ま
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の

新
設
や
加
算
の
見
直
し
も
検
討
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。そ
の
中
で
給
食

を
提
供
し
て
い
る
施
設
や
利
用
者
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
食
事
提
供

体
制
加
算
の
廃
止
の
流
れ
が
継
続
に

決
ま
っ
た
こ
と
は
朗
報
で
、現
状
維
持

を
求
め
た
署
名
活
動
等
の
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。た
だ
し
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
報
酬
の
基
本
的
な
方
向
性
等
は

公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、具
体
的
な

単
価
等
は
現
時
点
で
は
公
表
さ
れ
て

お
ら
ず
、新
年
早
々
か
ら
慌
た
だ
し
い

ス
タ
ー
ト
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
さ
て
冒
頭
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、あ

か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
が
創
立
50
年
を
迎

え
た
こ
と
は
、当
然
建
物
が
古
く
な
っ

て
お
り
、
建
て
替
え
と
い
う
大
事
業

を
ど
う
進
め
て
い
く
か
具
体
的
に
検

討
し
て
い
く
時
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。

最
も
古
い
作
業
棟
は
築
44
年
に
な
り

本
館
は
築
41
年
に
な
り
ま
す
。建
て

替
え
の
時
期
と
し
て
は
、
耐
震
改
修

工
事
を
東
京
都
補
助
金
を
受
け
て

2
0
1
3
年
度
に
実
施
し
た
た
め
、10

年
後
の
2
0
2
４
年
度
を
目
指
し
て

い
る
の
で
後
６
年
先
と
な
る
で
し
ょ

う
か
。ま
た
資
金
的
な
課
題
も
あ
り

ま
す
が
、実
際
ど
の
様
な
計
画
で
建
て

替
え
を
進
め
て
い
く
か
も
難
題
で
す
。

　
土
地
が
狭
い
た
め
、同
じ
場
所
に
建

て
替
え
る
と
な
る
と
工
事
期
間
中
、ど

こ
か
間
借
り
し
て
事
業
を
行
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
で
、間
借
り
す
る
場

所
を
探
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
別
の
土
地
を
探
し
て
新
築
す
る

と
い
う
選
択
も
あ
り
ま
す
が
、セ
ル
プ

あ
か
つ
き
と
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
が

入
っ
て
い
る
新
館
は
ま
だ
築
23
年
で

す
の
で
こ
の
建
物
の
扱
い
が
課
題
に

な
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
ど
の
様
な
事
業
を
行
っ

て
い
く
か
も
並
行
し
て
考
え
て
い
き

ま
す
。現
在
は
就
労
移
行
支
援
と
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
で
の
事
業
を
３
施

設
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、生
活
介
護

を
新
た
に
追
加
す
る
方
向
で
考
え
て

い
ま
す
。ど
こ
の
地
域
も
同
様
で
す
が
、

や
は
り
重
度
の
障
害
が
あ
る
利
用
者

が
日
中
活
動
と
し
て
利
用
で
き
る
施

設
が
不
足
し
て
お
り
、
社
会
福
祉
法

人
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。生
活
介
護
の
基
準
を

満
た
し
た
設
備
を
整
え
る
に
は
建
て

替
え
時
以
外
難
し
い
こ
と
と
、国
庫
補

助
も
近
年
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て

お
り
、地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
事
業

の
拡
大
も
実
施
し
て
い
か
な
い
と
申

請
対
象
に
も
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
生
活
介
護
と
言
っ
て
も
多
種

多
様
で
あ
り
、
障
害
種
別
も
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
検
討
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
６
年
と
い
う
年
数
は
あ
っ
と
い
う

間
に
経
ち
ま
す
の
で
年
内
に
は
建
て

替
え
に
向
け
て
動
き
だ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
課
題
と
し
て
人
材
育
成
も

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。あ
か

つ
き
コ
ロ
ニ
ー
は
現
在
８
つ
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、施
設
長
は
50
歳

代
後
半
に
入
っ
て
お
り
、そ
ろ
そ
ろ
世

代
交
代
の
時
期
に
入
っ
て
い
る
こ
と

と
、組
織
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は

職
員
全
体
の
底
上
げ
が
必
要
と
な
り

ま
す
。あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
に
は
有
望

な
職
員
が
各
部
署
に
多
く
い
る
と
思

い
ま
す
が
、経
営
サ
イ
ド
と
し
て
立
っ

て
い
く
に
は
総
合
的
な
資
質
が
求
め

ら
れ
ま
す
し
、新
人
・
中
堅
職
員
は
次

へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
意
識
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、正
職
員

の
中
で
責
任
を
も
つ
こ
と
や
決
断
を

し
て
い
く
こ
と
を
避
け
て
い
る
状
況

が
い
ろ
ん
な
場
面
で
垣
間
見
ら
れ
ま

す
。当
然
物
事
に
は
大
小
が
あ
り
、
上

司
の
判
断
無
く
し
て
進
め
ら
れ
な
い

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
通
常
業

務
の
中
に
は
自
分
で
判
断
・
決
断
で

き
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。決
断
は
責

任
が
伴
う
の
で
、気
持
ち
が
弱
い
と
安

易
に
決
断
を
第
三
者
に
委
ね
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
。一
部
署
で
あ
っ
て
も

正
職
員
は
そ
の
部
署
の
責
任
が
あ
り

常
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
意
識
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
積
み
重
ね
が
経
験
を

積
む
と
い
う
こ
と
に
な
り
、自
分
の
考

え
を
実
現
し
て
い
く
力
に
繋
が
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
し
、成
功
事
例
を
経

験
す
る
こ
と
で
自
信
を
持
つ
こ
と
が

で
き
、失
敗
を
し
て
も
そ
れ
を
糧
に
し

て
次
に
生
か
し
て
い
く
、成
長
す
る
こ

と
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
　
課
長
　
大
滝
　
実

セ
ル
プ
あ
か
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
　
　
　
　
　

西
出
　
英
高

　
平
成
29
年
12
月
７
日
、
８
日
と
２
日
間
に

か
け
ま
し
て
、
一
般
社
団
法
人
ゼ
ン
コ
ロ
第

三
回
発
達
障
害
者
支
援
研
修
会
が
あ
り
ま
し

た
。
山
形
、
長
野
、
東
京
、

福
岡
か
ら
16
の
事
業
所
、

26
名
が
参
加
し
、
東
京
都

は
中
野
区
中
部
す
こ
や
か

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
、
世
間
で
も

良
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
「
発
達
障
害
」

と
は
、
学
習
障
害（
L
D
）、

注
意
欠
如
／
多
動
症

（
A
D
/
H
D
）、
自
閉
症
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害（
A
S
D
）

等
の
先
天
的
な
特
性
を
持
っ

た
障
害
で
す
。
発
達
障
害
の

あ
る
方
の
特
性
や
症
状
の
程

度
は
一
人
ひ
と
り
で
異
な

る
た
め
、
必
ず
し
も
す
べ

て
が
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

い
く
つ
か
の
障
害
を
合
併
し
て
い
る
方
も
い

ま
す
。
ま
た
、
気
分
障
害
、
不
安
障
害
、
不

登
校
や
ひ
き
こ
も
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

等
の
二
次
障
害
を
併
発
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
会
で
は
３
名
の
講
師
が
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
私
は
２
日
目
午
前
の
時
間

に
、
講
師
と
し
て
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

「
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
で
の
取
り
組
み
事
例
」
と

い
う
題
で
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
と
し
て

の
取
り
組
み
や
、
発
達
障
害
者
へ
の
就
労
支

援
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
発
達
障
害
と
一
括
り
に
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
身
は
千
差
万
別
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
個
人
差
は
あ
る

に
せ
よ
障
害
特
性
と

し
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
難
を
抱

え
て
い
る
方
が
多
い

傾
向
に
あ
る
障
害
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

支
援
員
と
し
て
も
ご

本
人
個
々
に
対
応
を

考
え
る
必
要
が
あ

り
、
現
状
画
一
的
な

支
援
方
法
が
意
味
を

な
さ
な
い
場
面
も
多

く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

今
後
「
発
達
障
害
」

と
診
断
さ
れ
て
い
く

方
は
増
え
て
い
く
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
知
的
障
害
を
伴
わ
な
い

場
合
は
、
ご
本
人
自
身
も
含
め
障
害
に
つ
い

て
気
が
付
か
な
い
場
合
も
多
く
あ
る
と
聴
き

ま
す
。
私
ど
も
職
員
は
こ
れ
か
ら
の
支
援
の

中
で
よ
り
一
層
柔
軟
な
対
応
や
発
想
の
転
換

が
必
要
に
な
る
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た

研
修
に
な
り
ま
し
た
。

ゼ
ン
コ
ロ
第
三
回
発
達
障
害
者
支
援
研
究
会

ゼ
ン
コ
ロ
第
三
回
発
達
障
害
者
支
援
研
究
会

3 8
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新人紹介新人紹介
みなさん
　よろしくお願い
　　　　　しま～す！！

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
が
昭
和
43
年

９
月
に
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
正

式
に
認
可
さ
れ
て
、
今
年
で
丁
度

50
年
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
初
期
の
あ
か
つ
き

コ
ロ
ニ
ー
に
つ
い
て
私
の
思
い
出
を

主
に
記
し
ま
す
。

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
は
、設
立
当

初
は
〝
あ
か
つ
き
の
家
〞
と
言
い
ま

し
た
。
名
前
の
由
来
は
、私
の
父
の

友
人
で
作
家
の
川
内
康
範
氏
が
、

「
西
に
太
陽
の
家 

が
あ
る
な
ら
、
東

に
あ
か
つ
き
の
家
が
あ
っ
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
」
と
名
付
け
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
当
法
人
の
発
起
人
の

メ
ン
バ
ー
を
見
る
と
、父
の
友
人
ば

か
り
で
し
た
。
先
ず
は
池
田
潤
之

輔
で
す
。
彼
は
元
横
綱
吉
葉
山
で
、

横
綱
白
鵬
の
在
籍
す
る
宮
城
野
部

屋
の
先
代
親
方
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
関
係
で
父
は
宮
城
野
部
屋
の
初

代
後
援
会
会
長
で
し
た
。
次
に
落

語
家
の
三
遊
亭
円
歌
で
す
。
円
歌

師
匠
は
昔
の
名
前
を
歌
奴
と
い
い
、

「
山
の
あ
な
、あ
な
」
と
い
う
落
語

で
有
名
に
な
っ
た
人
で
す
。
法
人
創

立
30
周
年
の
記
念
式
典
で
は
、円

歌
師
匠
に
公
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
昭
和
47
年
に
父
善
四
郎
が
二
代

目
理
事
長
と
な
り
ま
し
た
。
父
は
、

時
の
大
蔵
事
務
次
官
鳩
山
威
一
郎

氏
と
非
常
に
懇
意
に
し
て
い
ま
し

た
。
鳩
山
氏
に
日
産
自
動
車
を
紹

介
し
て
貰
い
、そ
の
下
請
け
会
社
か

ら
自
動
車
の
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
の

仕
事
を
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
今
で
も
就
労
支
援
事
業
の

主
要
な
柱
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
昭
和
49
年
か
ら
52
年
に
か

け
て
、
波
多
野
家
及
び
日
産
自
動

車
か
ら
の
寄
付
、
自
動
車
振
興
会
、

船
舶
振
興
会
、
武
蔵
村
山
市
の
補

助
金
に
よ
り
、
夢
の
よ
う
な
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
二
階
建
、四
階

建
の
建
物
が
次
々
と
完
成
し
ま
し

た
。「
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
」
と
名
称

も
変
え
、
完
成
し
た
施
設
は
、二
人

部
屋
15
室
と
医
務
室
、
相
談
室
、エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
冷
暖
房
設
備
を
備
え

て
お
り
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的

な
施
設
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、昭
和
53
年
８
月
８
日

に
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。私
は
勤

め
て
い
た
会
社
を
辞
め
、父
の
会
社

を
継
ぎ
ま
し
た
。そ
し
て
、あ
か
つ

き
コ
ロ
ニ
ー
の
理
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
理
事
会
に
行
く
時
は
大

変
で
し
た
。
教
え
ら
れ
た
の
は
電
車

で
立
川
駅
迄
行
き
、三
ッ
藤
住
宅

行
き
の
バ
ス
の
終
点
に
着
い
た
ら

電
話
を
し
て
車
で
迎
え
に
来
て
も

ら
っ
て
下
さ
い
、と
い
う
事
で
し
た
。

言
わ
れ
た
通
り
に
向
か
い
ま
し
た

が
、上
野
の
私
の
家
か
ら
、二
時
間

ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。
何
故
父
が
こ

ん
な
に
遠
い
所
ま
で
通
っ
て
い
た
の

か
不
思
議
で
し
た
。
理
事
の
皆
さ
ん

は
私
を
非
常
に
歓
迎
し
て
く
れ
ま

し
た
。
創
設
期
の
メ
ン
バ
ー
で
後
に

第
四
代
理
事
長
と
な
っ
た
川
上
幸
一

氏
か
ら
、ど
う
し
て
も
付
き
合
っ
て

く
れ
と
言
わ
れ
、
立
川
の
駅
前
に

あ
る
居
酒
屋
へ
ビ
ー
ル
を
飲
み
に

行
き
ま
し
た
。
父
と
川
上
氏
は
仕

事
の
後
は
必
ず
そ
の
居
酒
屋
に
行

き
、ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
そ
う
で
す
。

川
上
氏
と
は
、土
屋
製
作
所
の
増

田
常
務
や
鳩
山
威
一
郎
氏
の
秘
書

の
大
友
氏
等
と
永
田
町
の
鰻
屋
で

接
待
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
川

上
氏
が
体
調
を
崩
さ
れ
た
事
も
あ

り
、あ
ま
り
飲
み
に
行
く
事
も
な

く
な
り
ま
し
た
が
、川
上
氏
と
は
、

い
ず
れ
い
つ
か
、あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ

ー
の
理
事
長
を
や
る
と
約
束
し
た

も
の
で
し
た
。

　
最
後
に
私
自
身
の
事
に
つ
い
て

少
し
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
写
真

は
昭
和
42
年
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
出

発
の
際
、
横
浜
港
で
撮
影
し
た
も

の
で
す
。
当
時
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
飛

行
機
で
行
く
の
は
非
常
に
贅
沢
で
、

船
で
ソ
連

を
経
由
し

て
行
く
の

が
一
般
的
で

し
た
。横
浜

か
ら
出
航

し
ナ
ホ
ト

カ
に
着
い
た
後
、
汽
車
で
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
へ
、
更
に
汽
車
或
い
は
飛
行
機

で
モ
ス
ク
ワ
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

入
る
と
い
う
ル
ー
ト
で
、到
着
ま
で

約
１
週
間
か
か
り
ま
し
た
。

ソ
連
で
の
旅
程
は
お
世
辞
に
も
快

適
と
は
言
え
ず
、
船
は
古
く
て
汚

く
食
事
も
酷
い
も
の
で
し
た
。
ど
こ

に
行
っ
て
も
軍
隊
が
銃
を
持
っ
て
、

非
常
に
怖
か
っ
た
で
す
。

　
そ
れ
よ
り
も
厄
介
だ
っ
た
の
が
、

１
ド
ル
が
３
６
０
円
だ
っ
た
当
時
、

外
貨
の
交
換
が
５
０
０
ド
ル
し
か

出
来
な
か
っ
た
事
で
す
。こ
れ
は
概

ね
１
回
の
渡
航
費
用
の
金
額
で
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
な
か
っ
た
時

代
、５
０
０
ド
ル
し
か
持
ち
出
し
が

出
来
な
か
っ
た
の
で
す
。日
本
円
の

持
ち
出
し
は
出
来
ま
す
が
、レ
ー
ト

は
１
ド
ル
４
０
０
円
程
で
し
か
も
、

何
日
も
待
た
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
為
、

留
学
中
は
、大
学
の
学
生
食
堂
で
の

皿
洗
い
、通
訳
や
ビ
ー
ル
工
場
等

様
々
な
仕
事
を
し
ま
し
た
。い
ず
れ

に
し
ろ
、労
働
ビ
ザ
が
な
い
の
で
大

体
が
日
雇
い
の
肉
体
労
働
で
し
た
。

　
留
学
は
２
年
に
及
び
ま
し
た
が
、

父
の
体
の
心
配
も
あ
り
日
本
へ
戻
り

ま
し
た
。お
金
も
な
く
、知
り
合
い

も
お
ら
ず
、言
葉
も
話
せ
な
か
っ
た

け
れ
ど
、西
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
で

の
留
学
を
終
え
、帰
国
し
た
時
に
は

独
語
と
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。余
談
で
す
が
、帰
り
は
学

割
を
使
い
飛
行
機
で
帰
り
ま
し
た
。

　
実
は
、
留
学
へ
旅
立
つ
３
年
前
に

開
催
さ
れ
た
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
私
は
仏
語
の
ガ
イ
ド
を
経
験
し

ま
し
た
。
当
時
は
福
祉
と
い
う
も
の

に
殊
更
関
心
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
中
学
、
高
校
と
仏
語

を
学
ん
で
い
た
事
で
た
ま
た
ま
声

が
か
か
っ
た
だ
け
の
事
で
す
が
、
今

こ
う
し
て
改
め
て
思
い
返
し
て
み
る

と
、父
の
事
も
含
め
、や
は
り
何
か

し
ら
の
縁
が
あ
っ
た
と
い
う
事
な
の

で
し
ょ
う
。

　
次
回
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
留
学
し
て
培
っ
た
語
学
力
を
生

か
し
、
独
語
の
ガ
イ
ド
を
行
い
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
年
あ
い
さ
つ

理
事
長

　
鈴
　
木
　
賢
　
一

　
出
　
張
・
研
　
修

　
主
　
な
　
事
　
柄

８
　
月

　
３
　
第
三
者
評
価
職
員
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
さ
く
ら
）

　
　
　
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入

　
　
　
　
　
　（
さ
く
ら
　
４
日
迄
）

　
５
　
水
質
検
査
　
　  

（
法
人
施
設
）

　
　
　
中
原
自
治
会
夏
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
法
人
施
設
）

　
９
　
第
三
者
評
価
聞
き
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
さ
く
ら
）

　
10
　
納
涼
会
　
　
　
　  

（
さ
く
ら
）

　
18
　
火
災
避
難
訓
練
　  

（
あ
ゆ
み
）

　
24
　
地
域
子
ど
も
交
流（

法
人
施
設
）

９
　
月

　
10
　
福
祉
祭
り
　
　  

（
法
人
施
設
）

　
12
　
村
山
５
中
学
生
職
場
体
験
受
入

（
授
産
所
・
セ
ル
プ
14
日
迄
）

　
15
　
消
防
設
備
点
検
　  

（
あ
ゆ
み
）

　
22
　
保
護
者
会
　
　
　  

（
授
産
所
）

　
　
　
所
内
旅
行
　
　
　（
さ
く
ら
）

　　
26
　
地
震
避
難
訓
練  

（
法
人
施
設
）

　
28
　
地
震
避
難
訓
練
　  

（
さ
く
ら
）

　
30
　
総
合
防
災
訓
練
・
引
渡
し
訓
練

（
あ
ゆ
み
）

10
　
月

　
２
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
法
人
施
設
）

　
６
　
所
内
旅
行（
セ
ル
プ
・
ま
ど
か
）

　
13
　
所
内
旅
行
　
　  

　（
授
産
所
）

　
19
　
日
帰
り
旅
行
　
　
　（
あ
ゆ
み
）

　
21
　
村
山
デ
ィ
ダ
ラ
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
法
人
施
設
）

　
26
　
火
災
避
難
訓
練
　（
法
人
施
設
）

　
30
　
救
命
講
習
　
　
　  

（
あ
ゆ
み
）

11
　
月

　
11
　
瑞
穂
町
産
業
ま
つ
り

（
さ
く
ら
・
あ
ゆ
み
　
12
日
迄
）

　
17
　
避
難
訓
練
　
　
　  

（
あ
ゆ
み
）

　
22
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

（
あ
ゆ
み
）

　
27
　
理
事
会

12
　
月
　

　
９
　
瑞
穂
町
ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
大
会

（
あ
ゆ
み
・
さ
く
ら
）

　
11
　
建
築
設
備
定
期
検
査

　
　（
法
人
施
設
）

　
13
　
虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議

　
14
　
評
議
員
会

　
28
　
納
会
・
忘
年
会
　（
法
人
施
設
）

8
　
月

　
２
　
制
度
改
革
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
高
橋
・
遠
藤
）

　
３
　
強
度
行
動
障
害
支
援
者
研
修

（
新
庄
　
４
日
迄
）

　
16
　
瑞
穂
町
就
労
部
会
　  

（
戸
村
）

　
18
　
業
務
連
絡
会  

（
熊
谷
・
冨
田
）

　
　
　
多
摩
障
害
就
労
支
援
連
絡
会

■９月末日から福祉作業所さく
らにて非常勤職員としてお世
話になっております。まだま
だわからない事がありますが、
皆様からのご指導のもと１日
１日１歩でも多く進んでいけ
たらと思っておりますので、
よろしくお願い致します。

　瑞穂町福祉作業所さくら
志田　有紀 さん

■11月からスペース・まどかに
入社しました。

　趣味は野球観戦です。
　好きな野球チームは、横浜Ｄ
eＮＡベイスターズです。

　よろしくお願いします。

　スペースまどか
大庭　一茂 さん

■平成29年８月から、スペー
ス・まどかと、水曜日に茶花
でお仕事させて頂いています。
　数ヶ月経ちますが、新しい事
に日々チャレンジして頑張り
たいと思います。
　よろしくお願いします。

　スペースまどか
舟久保宏子 さん

■11月からセルプあかつきに異
動しました。

　趣味は、手芸で色々な物を作
ったりする事と読書です。

　どうぞ宜しくお願い致します。

　セルプあかつき
江田みづき さん



No.742018.1.1NEWS PAPER

入
所・退
所

入
所・退
所

編
集
後
記

編
集
後
記

　
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
戌
年
。
こ
の
年
は
実
を

結
び
終
え
、
草
木
が
枯
れ
た
状
態

を
指
す
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
次
の

生
命
の
誕
生
ま
で
の
準
備
期
間
。

こ
こ
で
し
っ
か
り
土
壌
を
休
ま
せ
、

栄
養
を
蓄
え
て
お
け
ば
、
よ
り
豊

か
な
実
り
へ
と
繫
が
る
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
と
い
う
事
で
、
今
年
は
私
も
無

理
せ
ず
じ
っ
く
り
心
身
を
を
休
め

つ
つ
、
様
々
な
事
を
吸
収
し
て
い

き
た
い
な
ぁ
…
と
思
い
ま
す
。

（
Ｅ・Ｍ
）

　
寄
　
　
贈

（
戸
村
・
大
野
）

　
23
　
武
蔵
村
山
市
日
中
活
動
部
会

（
永
井
）

　
24
　
就
労
ネ
ッ
ト
　
　
　  

（
大
野
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
）

　
　
　
北
多
摩
西
部
通
所
施
設
連
絡
会

（
高
橋
）

　
25
　
花
壇
会
議
　
　
　
　  
（
稲
場
）

　
30
　
相
談
支
援
従
事
者
現
任
者
研
修

（
小
室
）

９
　
月

　
５
　
会
計
基
礎
実
務
研
修  

（
松
木
）

　
６
　
発
達
・
依
存
症
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
冨
田
）

　
８
　
業
務
連
絡
会  

（
熊
谷
・
冨
田
）

　
14
　
会
計
基
礎
実
務
研
修

（
松
木
　
15
日
迄
）

　
　
　
じ
ゅ
さ
ん
れ
ん
企
画
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
熊
谷
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
障
害
者

　
　
　「
は
た
ら
く
」部
会
　（
利
根
川
）

　
15
　
内
部
研
修
「
障
害
者
差
別
解
　

　
　
　
消
法
に
つ
い
て
」　 

（
第
１
回
）

　
19
　
武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　（
神
山
・
小
室
）

　
20
　ISO

2015

年
度
移
行
対
策

　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
　
　（
山
本
・
遠
藤
）

　
21
　
内
部
研
修
「
障
害
者
差
別
解
　

　
　
　
消
法
に
つ
い
て
」　 

（
第
２
回
）

　
22
　
会
計
基
礎
実
務
研
修  

（
松
木
）

　
　
　
花
壇
会
議
　
　
　
　  

（
稲
場
）

　
28
　
就
労
ネ
ッ
ト（
高
橋
一
・
大
野
）

　
　
　
茶
花
会
議
　
　
　
　  

（
西
出
）

　
　
　
瑞
穂
町
生
活
部
会
　  

（
高
橋
）

10
　
月

　
３
　
中
堅
職
員
強
化
研
修  

（
山
本
）

　
　
　
相
談
支
援
従
事
者
現
任
者
研
修

（
小
室
　
４
日
迄
）

　
14
　
発
達
障
害
者
相
談
支
援
研
修

（
押
川
・
加
藤
　
15
日
迄
）

　
18
　
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
）

　
20
　
ゼ
ン
コ
ロ
交
流
型
技
能
競
技
会

（
小
俣
　
21
日
迄
）

　
23
　
財
務
中
級
研
修
　
　  

（
永
井
）

　
24
　
武
蔵
村
山
市
障
害
者

　
　
　「
は
た
ら
く
」部
会
　（
利
根
川
）

　
　
　
茶
花
会
議
　
　
　
　
　（
西
出
）

　
25
　
羽
村
特
別
支
援
校

　
　
　
　（
西
出
・
日
野
・
小
室
）

　
26
　
就
労
ネ
ッ
ト（
高
橋
一
・
大
野
）

　
27
　
花
壇
会
議
　
　
　
　  

（
稲
場
）

　
30
　
法
人
運
営
講
習
会
　  

（
遠
藤
）

11
　
月

　
１
　
瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会（

高
橋
）

　
７
　
安
全
運
転
管
理
者
講
習（

高
橋
）

　
　
　
東
社
協
総
会
　
　  

　（
永
井
）

　
　
　
ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
遠
藤
　
９
日
迄
）

　
８
　
ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

（
高
橋
　
10
日
迄
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
防
災
講
習

（
永
井
・
大
野
）

　
９
　
強
度
行
動
障
害
支
援
者
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
米
倉
）

　
10
　
業
務
連
絡
会     

　   

（
熊
谷
）

　
13
　
強
度
行
動
障
害
支
援
者
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
米
倉
）

　
14
　
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
）

　
　
　
瑞
穂
町
５
小
講
師
派
遣（
大
滝
）

　
15
　
じ
ゅ
さ
ん
れ
ん
企
画
委
員
会

（
熊
谷
）

　
　
　
重
症
心
身
障
害
者
意
思
決
定
支
援
研

（
新
庄
）

　
16
　
瑞
穂
町
生
活
部
会
　  

（
高
橋
）

　
17
　
羽
村
特
別
支
援
校
運
営
連
絡
協
議
会

（
西
出
）

　
24
　
花
壇
会
議
　
　
　
　  

（
稲
場
）

　
27
　
あ
す
は
の
会
事
例
報
告
会

　
　
　
　
　
　（
小
室
・
田
中
・
米
倉
）

　
28
　
茶
花
会
議
　
　
　
　  

（
西
出
）

　
30
　
就
労
ネ
ッ
ト（
高
橋
一
・
大
野
）

12
　
月

　
１
　
瑞
穂
町
障
害
福
祉
計
画

　
　
　
専
門
分
科
会
　     

（
五
十
嵐
）

　
５
　
武
蔵
村
山
市
障
害
者

　
　
　「
は
た
ら
く
」部
会  
（
利
根
川
）

　
７
　
ゼ
ン
コ
ロ
精
神
発
達
研
修

　
　
　（
西
出
・
戸
村
・
田
中
・
小
俣
・

　
　
　
　遠
藤
　
８
日
迄
）

　
８
　
業
務
連
絡
会   

（
熊
谷
・
冨
田
）

　
12  

武
蔵
村
山
市
障
害
福
祉
計
画

　
　
　
市
民
説
明
会  

（
永
井
・
熊
谷
）

　
14
　
武
蔵
村
山
市
障
害
福
祉
計
画

　
　
　
市
民
説
明
会
　
　
　  

（
遠
藤
）

　
21
　
就
労
ネ
ッ
ト（
高
橋
一
・
大
野
）

　
22
　
瑞
穂
町
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会

（
高
橋
）

　
　
　
多
摩
障
害
就
労
支
援
連
絡
会

　
　
　
　
　
　
　
　   

（
利
根
川
）

　
　
　
花
壇
会
議
　  

　
　
　（
稲
場
）

　
26
　
茶
花
会
議
　
　  

　
　（
西
出
）

　
27
　
瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会（

高
橋
）

　
　
　
瑞
穂
町
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
部
会         

（
押
川
）

12
月
25
日
、㈱
ト
ー
ヨ
ー
様
よ
り
お

餅
の
ご
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
。謹
ん

で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
入
所

　
８
月
　
舟
久
保
宏
子
　
　（
ま
ど
か
）

　
９
月
　
福
岡
　
菜
央
　
　（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
志
田
　
有
紀
　
　（
さ
く
ら
）

　
10
月
　
鈴
木
　
国
彦
　
　（
ま
ど
か
）

　
11
月
　
江
田
み
づ
き
　
　（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
大
庭
　
一
茂
　
　（
ま
ど
か
）

　
　
　
　
吉
田
　
孝
子
　
　（
給
　
食
）

　■
退
所

　
８
月
　
岡
部
　
雅
之
　
　（
ま
ど
か
）

　
　
　
　
金
武
か
お
り
　
　（
さ
く
ら
）

　
９
月
　
野
本
　
淳
透
　
　（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　
髙
松
　
智
樹
　
　（
セ
ル
プ
）

　
10
月
　
江
田
み
づ
き
　
　（
授
産
所
）

　
　
　
　
中
村
　
功
一
　
　（
ま
ど
か
）

　
　
　
　
小
林
　
信
彦
　
　（
ま
ど
か
）

　
11
月
　
小
泉
　
幸
子
　
　（
給
　
食
）

　
12
月
　
小
山
恵
理
香
　
　（
ま
ど
か
）

　
　
　
　
益
本
千
恵
子
　
　（
本
　
部
）

10

絵：宮下誠一（瑞穂町福祉作業所さくら）
「初日の出・富士」　　　　　　　　

・新年あいさつ
・事業所活動報告
・研修報告
・新人紹介
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